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会員増加運動にご協力を

⑥新しい時代に即応して奈良を発展する都市にし、経済の繁栄を期すには、すべ

ての商工業者みな様の力の結集が要件であります。

◎この力の結集体が商工会議所です。

⑥商工会議所は企業経営上必要ないろいろた問題を経営者の立場に立って運営す

るところです。

◎従って、金融、税務、労務関係問題について常に活動しています。

◎無料相談所を置いて、商取引のあっせん、特許関係等も相談に応じています。

◎目下会員増加運動を実施しています。ぜひ未加入事業場をご推せん下さい。
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日本染織工業株式会耻
取締役社長越智岩太郎

C

輸出・内需・綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳その他の製織並に染色整理加工
A、製織(綿・スフ・純毛イヒ(合)繊・麻蚊帳地・服地・芯地・モスリン・その他)
B、染色(綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻織物の染色整理加工「特に樹脂加工」)
キリソモスリソ・キリソウール特]号)

社本本社工場奈良市油阪町 105
奈 良市西大寺町西大寺工場

京都商事部京都市中京区蛸薬師通東洞院東入る
右同寝具部京都市下京区富小路通5条下る
大阪営業所大阪市東区淡路町2丁目野ロビル
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寺三舌奈良⑱4-
電話奈良⑱5755・ 5756
電話京都⑳3537 ・ 3538 ・ 3539
電話京都⑯3187 ・ 3214
電話大阪(203) 5908
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(株)都ホテル経営
都ホテルチェーン
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ピ
ッ
チ
上
る
夢
の
住
宅

(
雇
用
促
進
住
[
舌
建
設
工
事

既
報
の
会
員
事
諭
従
業
員
用
の
夢
の
住
宅
(
十
地
五

0
坪
建
物
十
五
坪
鉄
筋
平
尾
)
の
建
設
は
去
る
二
月
一
Π

奈
良
坂
町
西
谷
の
建
設
用
地
に
お
し
て
大
森
会
頭
、
河
合

建
設
委
員
長
、
小
山
副
会
頭
他
来
賓
多
数
の
参
列
を
得
て

起
太
を
挙
行
、
六
月
木
完
工
を
目
標
に
工
事
も
し
ょ
し

ー
ー
ー

テ

武
、

、
'

、ず

公

よ
本
格
化
し
着
々
と
進
ん
で
お
り
新
し
し
住
宅
団
地
が
近

く
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
し
る
、
尚
商
吉
議
所
が
、
こ
の

よ
う
な
住
宅
建
設
を
す
る
の
は
全
国
的
に
も
き
わ
め
て
少

な
く
、
訂
本
商
工
会
俳
、
各
地
商
工
△
議
所
よ
り
む
問

介
力
せ
が
あ
り
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
家
族
住
宅
が

竣
工
t
れ
ぱ
、
さ
き
に
当
所
が
建
設
し
た
市
内
事
業
場
従

業
員
用
の
独
身
寮
み
あ
と
寮
と
共
に
、
福
利
厚
生
部
門
の

充
誇
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思
力
れ
る
。
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、
.
一
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目

ピ
ッ
チ
上
る
夢
の
住
宅

(
雇
用
促
進
住
宅
)
建
設
工
事

既
報
の
会
員
事
諭
従
業
員
用
の
夢
の
住
宅
(
士
地
五

0
坪
建
物
十
五
坪
鉄
筋
平
屋
)
の
建
設
は
去
る
二
月
一
H

奈
良
坂
町
西
谷
の
建
設
用
地
に
お
し
て
大
森
会
頭
、
河
合

建
設
委
員
長
、
小
山
副
会
頭
他
来
賓
多
数
の
参
列
を
得
て

起
工
式
を
挙
行
、
六
月
末
完
工
を
目
標
に
工
事
も
し
ょ
し

((

倉
国
輝
・
・
・
一
九

二
0

、
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サ

よ
本
格
化
し
着
々
と
進
ん
で
お
り
新
し
し
住
宅
団
地
が
近

く
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
し
る
。
尚
商
工
会
議
所
が
、
こ
の

よ
う
な
住
宅
建
設
を
す
る
の
は
全
国
的
に
も
き
わ
め
て
少

な
く
、
日
本
商
工
会
僻
、
各
地
商
工
会
議
所
よ
り
も
問

合
わ
せ
が
あ
り
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
こ
の
家
族
住
宅
が

竣
工
t
れ
ば
、
さ
き
に
当
所
が
建
設
し
た
市
内
事
業
場
従

業
員
用
の
独
身
寮
み
あ
と
寮
と
共
に
、
福
利
厚
生
部
門
の

充
実
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思
力
れ
る
。

第
三
十
四
回
議
県
二

輸
出
貢
献
<
止
業
黒
定
申
N
 
つ
し
て
・
:
・
:
・
・
・

振
興
事
業
団
設
立
・
・

中
小
企
業
の
経
営
実
態

政
府
国
際
観
光
年
の
基
本
方
針
を
決
{
疋
・

万
博
ニ
ニ
ー
ス
・
:
:

昭
和
四
十
二
年
二
済
見
通
し
・
・
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中
小
<
堂
の
倒
産
防
止
に
つ
し
て

第
三
回
優
良
士
産
品
審
査
会
開
か
る

中
小
企
業
相
談
(
無
欠
点
運
動
)
仕
組
み
は
ど
ぅ
し
う
も
の
か

経
営
者
の
た
め
の
国
の
共
済
制
度
:
:

全
国
み
や
げ
品
展
開
催

新
入
紹
介
・
・

奈
良
市
小
売
物
価
動
向
表
1
・

取
引
照
会

菓
子
作
り
に
一
生
を
賭
け
る

:
目,

当
所
の
巡
回
ス
ラ
イ
ド
フ
'
ル
ム
・

目

1

」
.

山
田
亮
三

ス
ト
・
。
永
り
シ

疇外・亀,皐'
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五四三二ー0九

奈良市尼辻町 1 丁目 57フ

大阪市南区竹屋町7番地

東京都文京区小石川 4丁目15の 15
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電話奈良代表(33)鉐01番

電話大阪代表(271)7951番

電話東京代表(813)7451番
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日本染織工業株式会吐
取締役社長越智岩太郎

輸出・内需・綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳その他の製織並に染色整理加工
A、製織(綿・スフ・純毛・化(合)繊・麻蚊帳地・服地・芯地・モスリソ・その他)
B、染色(綿 純毛・化(合)繊・麻織物の染色整理加工「特に樹脂加工」)スフ

キリソモスリン・キリソウール特1号)

本 社 奈 良市油阪町 105本社工場
西大寺工場奈良市西大寺町
京都商事部京都市中京区蛸薬師通東洞院東入る
右同寝具部京都市下京区富小路通5条下る
大阪営業所大阪市東区淡路町2丁目野ロビル
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綜合印刷

共同精版印刷株式会社
取締役社長近東弘七

串二舌ずモ良⑳4980 ' 5751' 5 5
電話奈良⑱57弱・5756
電話京都⑳3537 ・ 3538 ・ 3539
電話京都⑳3187・ 3214
電話大阪(203) 5908

本社工場

大阪工場

東京工場
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昭
和
四
十
二
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
を
決
定

1
第
三
十
四
回
議
員
総
会
・

当
所
弟
三
十
四
回
議
戸
暴
会
は
、
去
る
三
月
十
七
臼
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
奈
良
国

堅
テ
ル
に
お
し
て
開
催
さ
れ
、
木
年
度
の
事
業
計
画
(
案
)
及
び
一
般
会
計
収
支
予
算
(
案
)

.
型
系
さ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
尚
末
広
常
議
員
よ
り
動
禦
あ
っ
た
関
西
線
電
化
及
び

列
車
増
発
に
つ
し
て
は
、
木
誓
徐
零
の
決
議
と
し
て
要
望
す
る
事
と
な
っ
た
。
ま
九
、
議
員

於
二
終
了
後
、
日
本
万
国
博
協
会
提
供
の
ス
ラ
イ
ド
,
万
国
博
に
参
加
し
ょ
う
"
を
観
賞
、
同

協
会
天
野
業
務
部
長
よ
り
'
万
国
愽
全
体
謹
一
に
つ
V
て
"
ま
た
、
同
協
賛
会
担
当
の
岡
田
氏

よ
り
,
万
国
博
の
意
義
と
協
賛
会
に
つ
い
て
"
と
題
す
る
話
を
き
き
、
額
話
」
移
っ
た
が
、
万

国
博
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
、
烹
義
な
催
し
と
し
て
慕
を
閉
じ
た
。

事
業
計
画
基
本
方
針

昭
和
四
十
二
年
度
の
わ
が
国
経
済
は
、
政
府
の
積
極
的
な
財
政
々
策
と
経
済
界
自
ら
の
努
力

二
よ
り
景
気
回
復
過
程
を
経
て
、
堅
実
な
上
昇
を
続
け
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
貿
易
の
自
由
化
か
ら
資
本
取
引
の
自
由
化
へ
と
続
く
開
放
体
制
の
進
展
は
日

本
産
業
の
国
際
化
を
さ
ら
に
促
進
し
、
他
方
労
働
力
の
曾
一
、
発
展
途
上
国
の
製
品
と
の
競
合

、
」
よ
る
市
場
条
件
の
変
化
、
又
そ
れ
ら
の
複
雑
な
か
ら
み
合
い
等
中
小
企
業
の
前
途
倫
た
わ

る
、
〕
う
し
た
構
造
変
化
の
大
き
な
流
れ
に
対
応
L
て
行
く
こ
と
が
本
年
度
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
こ
の
時
に
当
り
当
商
工
会
議
所
は
、
各
業
界
黒
合
的
な
改
善
発
達
を
は
か
る
た
め
産
業
界

D
実
体
把
握
、
↑
努
め
業
外
の
要
望
を
山
業
盾
動
の
各
部
門
に
反
映
せ
し
め
る
と
北
<
二
、
昭
和
四

十
二
年
度
に
於
け
る
内
外
の
推
移
江
邱
応
L
て
次
の
悪
事
業
を
中
核
と
し
て
事
業
活
動
を
進

め
、
商
工
会
俳
の
使
命
達
成
に
万
全
を
期
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
す
産
業
構
造
の
変
化
に
対
処
す
る
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
当
地
産
業
の
殊
ん
ど
が
中
小

企
業
で
占
め
ら
れ
て
し
る
関
係
上
、
そ
の
懇
暴
盤
の
確
立
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即

ち
企
業
の
体
質
堅
■
・
一
突
化
・
合
N
化
を
促
進
し
、
そ
の
方
向
と
し
て
協
業
化
・
集
団
化

チ
エ
ー
ソ
化
を
猿
極
的
に
推
准
一
し
て
構
造
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。
さ
ら
に
中
小
企
業
経
営
上

共
通
の
問
題
で
あ
る
ホ
人
難
対
策
と
し
て
、
当
所
が
過
去
歴
年
そ
の
雇
用
対
策
の
一
助
と
し
て

建
設
し
左
連
の
福
利
厚
生
施
設
建
設
の
完
了
と
共
に
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
求
人
対
策
を
碩

極
的
に
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
。

次
に
本
年
は
国
際
観
光
年
で
あ
り
、
加
え
て
万
国
博
覧
会
に
対
処
し
て
、
国
際
観
光
都
市

と
し
て
内
外
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整
備
推
進
に
努
力
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
に
関
連
L
て
道

ル
謡
向
・
住
宅
盤
開
発
・
張
地
下
乗
入
れ
等
大
き
く
変
ぼ
う
ナ
る
一
連
D
奈
良
市
街
整
備

計
画
の
推
移
に
ょ
る
商
店
街
対
讐
つ
い
て
も
最
大
の
関
心
を
も
つ
て
積
極
的
に
勵
き
か
け
ろ

方
針
で
あ
る
。

尚
、
本
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
商
工
会
議
所
議
員
の
改
選
期
に
当
っ
て
お
り
、
又
商
工
会
議

所
の
使
命
益
々
重
き
を
加
え
る
に
当
り
、
そ
の
基
盤
強
化
が
要
四
れ
て
い
る
の
で
、
会
員
増

加
運
動
を
幅
広
く
展
開
す
る
と
共
に
、
会
議
所
盾
動
の
拠
■
あ
る
会
鰭
建
設
計
画
■
い
て

取
組
み
、
組
織
・
基
礎
両
面
の
発
に
努
め
る
。

以
上
の
基
本
方
針
重
づ
き
施
策
D
既
要
を
次
D
迺
0
定
め
、
?

一
、
重
点
事
業

一
、
人
系
爵
強
化
対
策

会
員
増
加
運
動
の
鞭
一

会
議
所
会
館
建
設
の
促
進

2
ニ
、
万
国
博
関
連
事
業
の
促
進
協
力

三
、
地
域
産
業
経
済
の
振
興
と
地
域
開
発
の
謡

既
存
企
業
の
発
展
策

地
域
開
発
の
推
進

2

万
国
博
受
入
の
為
の
環
境
整
備
推
進

一
瓢
地
下
乘
入
れ
の
繼
Σ
対
策

四
、
中
小
企
業
対
策

税
務
・
金
融
対
策

合
理
化
・
近
代
化
・
協
業
化
等
構
造
高
度
化
の
張
一

2
五
、
一
霧
対
策

求
人
対
策

人
的
能
力
の
開
発

2
六
、
説
光
振
興
対
策

万
国
博
硯
光
客
受
企
勢
整
備
謡
一

1

一
冒
:
:
=

ノ
と
し
う
人
員
を
ス
ム
ー
ス
に
送
迎
す
る
輪
送
交
通
対
策
こ
そ
万
国
博
の
外
的
成
功
要
因
の
重

要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
大
阪
・
奈
艮
・
名
古
屋
を
経
て
東
海
道
本
線
・
中
央
線
に
接
萃
て
い
る
と

い
う
重
要
リ
様
で
あ
る
国
鉄
関
西
線
に
つ
い
て
は
、
万
国
溥
対
策
と
し
て
の
怜
送
計
画
上
何
響

L

の
改
善
事
業
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
我
々
と
し
て
は
誠
澄
憾
と
す
る
次
第
で
あ
り
、
早
急
に

H
本
万
国
博
輸
寿
策
の
一
環
一
海
人
れ
ら
れ
る
と
共
に
、
下
記
に
つ
き
速
や
か
に
関
連
事
業

の
一
つ
と
し
て
計
画
樹
立
の
上
、
実
現
さ
れ
る
よ
系
良
商
工
△
籌
爵
第
三
十
四
回
琶
暴
会

の
泱
俄
と
し
て
要
望
す
る
次
第
て
あ
る
。

己]U

一
、
万
国
博
開
催
時
ま
で
に
国
鉄
関
西
線
の
電
化
と
列
車
増
発
の
実
施
。1

三

2

C

(
畏
総
武
国
鉄
天
王
寺
管
理
局
奈
良
駅
宛
提
出
)

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
々
と
の
相
互
理
餌
を
深
め
、
生
活
文
化
の
交
流
を
深
め
る
万
国
博

覧
会
が
大
阪
で
開
か
れ
る
こ
と
は
、
日
本
の
真
の
姿
を
世
界
に
理
解
さ
せ
る
好
機
と
し
て
我
々

は
国
を
挙
げ
て
そ
の
成
功
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
日
本
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
良
い
環
境
の
中
で
多
く
の
文
化
財
を
守
っ
て
き
た
吾
が
八
、
小

良
県
も
、
日
本
万
国
愽
の
第
二
の
会
場
と
し
て
果
す
街
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
日
本
万
国
博
の
開
催
凖
備
に
つ
い
て
は
、
日
本
万
国
博
協
会
を
中
心
に
各
般
に
わ
た
り

沸
密
な
計
画
を
樹
て
ら
れ
着
々
進
抄
を
見
つ
つ
ぁ
る
が
、
な
か
で
も
入
場
者
予
想
延
べ
三
千
万

一
要

三

望

書

イ
=議

業
会
事

三

2

4

費
費

挙
際

選
交

(

5

6

3

二
●
"

008

=
一

=
一
二
一
.

昭
和
四
十
二
年
度

3

入

三
一
=

費
費

(

費
令
金

輸
出
貢
献
企
業
の
認
定
申
請
に
つ
い
て

一
=

'

収

Ξ

.
=

輪
出
貢
献
企
業
の
発
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
一
稲
品
の
怜
出
業
者
お
よ
ひ
幹
出
条
者

に
対
す
る
輸
出
品
の
販
売
業
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
膓
所
の
所
在
地
を
管
帖
す
る
通
而
丹

業
者
ま
た
は
通
商
事
務
所
に
対
し
輸
出
貢
献
企
誰
定
申
論
書
に
通
に
嵯
要
な
書
面
を
誓
く

愉
出
品
の
製
造
業
者
お
よ
ひ
加
工
業
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
密
の
所
尭
を
管
帖
す
る

都
道
府
県
知
事
を
経
由
の
う
え
、
当
該
事
務
所
の
所
在
地
を
管
惜
す
る
通
商
産
業
局
に
対
し
、

申
請
書
三
通
に
添
付
書
面
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
こ
と
に
な
っ
く
V
三
t

◎
申
請
書
の
提
出
期
間

申
請
書
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
三
十
日
迄

◎
添
付
書
頬

弌
添
付
書
面
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
売
上
高
、
輸
出
金
額
お
よ
殆
出
伸
長

率
三
は
怜
出
経
験
年
数
を
証
す
る
書
面
で
あ
っ
て
、
別
に
定
め
る
N
組
<
口
、
商
工
組

合
、
商
工
会
需
1
団
休
が
証
明
t
t
四

器
出
貢
献
企
業
髪
、
器
の
交
付

通
商
産
業
大
臣
は
、
認
定
を
行
な
っ
た
者
に
対
L
、
輪
型
鹸
企
空
而
訴
、
、
ハ
ッ
ジ
お
よ

ひ
ス
テ
ィ
ッ
カ
ー
を
交
付
す
る
。

◎
そ
の
他
霜
に
関
し
主
し
て
は
当
所
宛
■
合
せ
下
さ
し
。

三
一

二
一

日
一1

計

=
一

会
負

三

一
一
.

三

1
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:
:
■
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一
:
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.
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:
:
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」
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昭和42年度収支予算書
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4.事業収入
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6.雑収入
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ー^

5,110,000 -i

930,000
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1,000 1 9
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50,000
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小悦模事業費

法定台帳作成管
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625,000
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振
興
事
業
団
設
立
を
軸
に

共
同
計
算
セ
ン
タ
ー
な
ど

中
企
庁
の
本
年
度
予
算
案
き
ま
る

■
■
.
■
■
■
■
.
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.
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冒
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■
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■
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■

■
冒

■
冒
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一
■

四
十
二
年
度
の
中
小
傘
菜
予
芯
蕪
都
否
四
十
稔
二
千
八
百
万
門
と

き
ま
っ
た
、
翻
年
度
比
伸
び
率
は
一
八
・
ニ
%
で
四
十
一
年
度
の
三
六
%
に

県
く
及
ば
な
か
っ
た
が
、
大
臣
折
衝
の
末
、
期
待
の
中
小
企
業
振
興
事
業
団

の
設
立
が
器
ら
れ
元
の
は
大
き
な
収
穫
。
中
小
企
斧
は
こ
の
*
業
団
を
軸

に
抜
木
的
な
中
小
企
業
対
策
に
乗
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
新
政
策
の

共
同
計
算
セ
ン
タ
ー
、
小
売
尚
の
セ
ル
フ
化
な
ど
も
器
ら
れ
、
当
仞
同
庁
が

考
え
て
い
た
構
想
は
ほ
と
~
美
現
し
た
形
で
あ
る
。
中
小
企
斧
首
脳
部
は

こ
の
予
算
を
「
大
体
八
十
点
の
出
来
」
と
い
っ
て
お
り
、
資
木
自
由
化
を
控
え

て
ょ
り
弧
力
な
中
小
企
好
策
に
錦
一
歩
を
踏
出
t
体
制
を
整
え
て
い
る
。

四
十
二
年
度
の
中
小
企
゛
手
昇
の
な
か
で
画
期
的
な
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
中
小
企
業
釜

曝
木
団
の
設
立
が
決
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
生
み
お
と
す
立
で
の
苦
労
も
大
変
な
、

の
で
、
"
暁
の
大
臣
折
衝
"
と
い
う
難
産
の
杢
や
っ
と
日
の
目
を
み
た
。
同
事
業
団
は
近
代

化
の
お
く
れ
て
い
る
中
小
傘
註
力
な
テ
コ
入
れ
を
す
る
目
的
護
立
さ
れ
る
も
の
で
既
存

の
中
小
企
業
誓
七
ソ
タ
ー
(
醍
長
・
越
智
笑
氏
)
を
発
展
的
に
飢
消
、
吸
収
L
て
七
月
一

日
か
ら
発
足
す
る
。
同
N
従
来
の
中
小
<
業
局
度
化
資
金
も
こ
こ
に
吸
収
L
て
ょ
り
効
爵

な
運
用
を
は
か
っ
て
い
く
。
槌
は
一
讐
計
か
ら
の
出
資
百
二
十
一
億
円
(
要
求
百
十
二
億

円
)
財
政
投
融
資
五
十
八
億
円
(
同
二
百
七
十
億
円
)
で
一
般
会
計
の
場
<
口
、
ち
ょ
う
ど
全
予

罪
の
半
分
を
占
め
て
い
る
。
融
資
規
模
は
百
七
十
八
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
助

成
護
総
*
条
(
努
の
自
己
負
担
分
も
含
む
)
は
三
百
九
十
一
億
円
昼
t
る
。
こ
の

う
ち
、
百
嘉
偲
門
は
中
小
の
纎
黍
者
を
対
象
と
す
る
織
布
業
の
構
護
善
費
に
あ
て
る
子
定

新
政
策
に
小
売
商
セ
ル
フ
化
も

で
あ
る
。

事
業
団
か
ら
の
融
資
は
い
ま
主
で
の
高
度
化
資
金
特
別
会
計
を
一
本
化
し
て
そ
の
効
需
な

運
用
を
目
指
し
て
お
り
、
工
場
、
商
業
両
団
地
、
共
同
工
場
、
闘
店
舗
、
ボ
ラ
ソ
タ
リ
ー
チ

エ
ー
ソ
な
ど
を
お
も
な
融
資
対
象
に
き
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
来
年
度
か
ら
新
発
足
す
る
共
同

計
算
セ
ソ
タ
ー
も
対
象
に
は
い
っ
て
お
り
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
助
成
対
象
に
ょ
っ
て
特
別
ワ

ク
を
設
け
ず
、
弾
力
的
融
資
す
る
方
針
で
あ
る
。

融
資
の
条
件
は
工
場
団
地
、
商
業
団
地
の
場
余
業
団
四
号
、
都
欝
県
二
五
%
(
残
り

は
自
己
負
担
)
で
、
高
度
化
資
金
の
貸
付
け
よ
り
国
お
よ
び
地
方
の
負
担
分
が
一
五
%
引
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
初
の
考
え
で
は
国
六
0
%
、
都
得
県
二
号
だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
に
く
ら
べ
る
と
か
な
り
の
後
退
で
あ
る
。
ま
た
、
織
布
の
恊
希
対
策
に
貸
付
け
る
場
合
は

事
業
団
六
号
、
都
道
府
県
一
号
の
割
合
い
で
他
の
貸
付
け
よ
り
は
大
四
優
遇
さ
れ
て
い

る
。
金
利
は
両
方
と
も
事
業
団
貸
付
け
分
が
年
三
分
五
厘
、
都
道
府
県
分
は
無
利
子
と
な
っ
て

お
り
、
自
己
負
担
分
を
市
中
銀
行
風
資
に
あ
お
い
で
も
軽
利
子
負
担
は
年
四
分
五
厘
て
し

ど
と
み
て
い
る
。
貸
付
け
期
間
な
ど
他
の
条
件
に
つ
い
て
墜
五
編
成
が
一
段
落
し
て
か
ら
徐

々
に
つ
め
て
い
く
段
取
り
で
あ
る
。

こ
の
事
商
の
発
足
に
ょ
っ
て
中
小
企
業
の
近
代
化
、
協
柁
は
大
き
く
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
が
、
反
面
、
中
小
<
業
汀
が
一
番
朔
待
し
て
し
た
二
府
県
に
ま
た
が
る
場
合
の
襄
助
成

は
要
求
が
通
ら
ず
、
そ
登
味
で
は
従
来
の
高
度
化
資
釡
特
別
会
計
の
単
な
る
延
色
す
ぎ
な

い
と
み
る
向
き
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
烹
木
団
の
初
年
度
業
務
は
中
小
企
業
の
近
代
化
、
恊
業

化
の
指
導
と
助
成
が
中
心
と
な
り
、
は
じ
め
に
考
え
て
い
た
事
業
団
か
ら
の
直
接
助
成
、
士
地

お
よ
び
建
物
の
貸
芋
事
業
な
ど
は
来
年
度
に
持
ち
こ
さ
れ
、
最
初
の
構
想
よ
り
は
小
型
ゐ
烹
木

団
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

事
業
団
以
外
に
目
を
向
げ
る
と
、
商
工
<
裁
所
お
よ
び
商
工
会
を
中
心
と
す
る
小
規
繁
業

対
策
賓
が
前
年
度
よ
り
四
億
五
百
万
円
増
加
L
て
二
十
器
二
千
九
百
万
円
、
機
械
類
貸
補

助
が
同
二
億
円
増
の
四
億
八
千
八
百
万
円
、
中
小
<
業
指
導
事
聾
が
同
二
億
七
千
六
百
万
円

増
の
八
億
四
千
四
再
万
円
、
小
袈
企
美
誘
告
が
四
千
二
百
万
円
に
ふ
え
て
二
徳
八
千

七
百
万
円
と
な
っ
九
の
が
目
を
引
く
。
こ
れ
に
対
し
て
需
近
代
化
資
金
は
前
年
度
よ
り
雀

減
の
四
十
二
讐
千
万
円
L
か
酪
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
府
県
か
ら
の
回
収
分
二
十
五

億
円
を
加
え
る
と
実
質
で
は
若
干
の
増
加
と
な
る
。

四
十
二
年
度
の
新
政
策
で
あ
る
小
売
商
の
七
ル
フ
化
の
霊
は
中
小
企
業
庁
の
主
張
が
通
り

丸
希
近
代
化
資
金
の
ワ
ク
内
で
助
成
す
る
こ
と
に
藥
泊
い
た
、
指
導
事
業
費
は
総
額
九
億
六
千

ー
ー
ミ
三
'
三
風
4
三
ξ
1
罍
1
Ξ
1
t
冒
工
ー
ー
三
1
,
ー
,
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
t
1
-
ー
-
3
 
j

四
牙
円
が
み
と
め
ら
れ
、
こ
の
う
ち
三

祭
千
三
丙
万
円
の
予
算
需
厶
●
俳

を
十
七
力
所
新
設
す
る
。
総
合
指
誘
は

四
十
一
年
度
か
ら
三
力
年
計
画
で
全
国
五

十
二
力
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
四
十
一
年
度
の
既
設
分
十
七
力
所
を

加
え
る
と
今
年
中
に
三
十
四
之
祭
活
動

を
開
始
す
る
運
び
で
あ
る
。

ド
錨
企
業
対
策
関
係
で
は
吏
京
都
、
靜

田
県
な
と
七
力
所
に
設
け
た
下
詰
企
業
振

興
協
会
経
い
て
、
来
年
度
は
五
百
七
十

万
円
の
予
算
で
北
謡
、
長
野
、
香
川
、

仏
島
、
宮
崎
の
五
力
可
が
斬
没
さ
れ
る
予

一
疋
。

こ
の
保
力
目
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
は
信
用

議
命
の
"
茶
と
し
て
十
五
億
円

増
の
九
十
億
円
の
出
資
が
決
っ
た
、
こ
れ

は
ヰ
小
介
業
信
用
保
冷
臨
叶
抽
置
法
の
改

正
に
と
も
な
っ
て
、
無
担
保
保
証
、
倒
産

関
連
保
、
舐
、
松
久
化
さ
れ
る
た
め
、
こ
の

資
金
に
充
当
L
よ
う
と
い
う
も
の
。
ま
た

保
.
殴
度
の
引
上
げ
、
保
、
舞
率
の
引
下

げ
も
思
に
実
施
す
る
。

こ
四
硫
の
内
容
に
つ
し
て
小
小
<
業

庁
の
金
井
多
喜
男
炊
長
は
「
予
鈍
希
の

対
N
度
伸
び
条
昨
年
を
下
回
っ
た
の

は
残
念
だ
が
、
強
く
要
求
し
て
V
た
張
木

団
が
認
め
ら
れ
た
の
は
大
き
な
収
穫
だ
」

と
ほ
倫
足
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
。
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中小企業庁では、毎年中小企業の経営活動の実態を
調査しているが、この様ど41年度の集計結果を次の如
く発表した。

製造業

製造業における収益性は、前年度に引統き、41年度
も低下を示しており、畍漣0午度の8.0%から7.6%とな
つている。

これはここ数年みられたと同様に、経営資本回転率
に変化がないことから、売上高対営業羽」豐ε郭の低下に
起因しているといえる。
生産性については、従業員1人当りの加工T高でみる
と、如年度978千円から、 41年度 1,063千円と9.0%の
増加となっている。しかし、ノ、件費は数年来1削川して
いるにも力功寸っらず、 41年度は鈍下し、前年度比7%
の上討川に止まった。
本凋査に表われた41年度の製造業は、収益性は低下
し、生産高ガ辻削扣しているにも力功、bらず、資本効率
が横這いに止まり、他ブ乃で上高対総利益率の向上がみ
られたものの、間接費の増大によって、売上利益率
ガ汁氏下Lたことによってもたらされたものと考えられ

41年度中小企業の経営実態
したため、営業利益が増大、売上利益率は前年度比6
%増加したが、在庫投資や売出け金債権の増加による
流動資本および固定資本の増大によるものである。
また費用関係で増加しているものは、販売競争の激

化に伴ない、販売賀の比率は、40年度の4.6%から、
4.8%に増え、ノ、手不足を反映し、/d牛費対福利厚牛
費比率も40年度の6.1%から、 41年度には65%と坪υ川
を示している。

業征別に収益性の動向をみると、業径間に於てかな
りの差がみられるが、文房具卸の横這V、食料品、菓
子卸の増加を除いては、し十れの卸売業も、収益性が
低下している。

事業別では、精密機械器具製造業、金属製品工柴お
よび、非鉄金属工業など、閻接費の増大、生産性の鈍
下から、収益性がかなり低FLてぃるのが目立ってV
る、

釘]売業においては、売上は増大してぃるにもかかわ
らず、収益性は40年度の4%から41午度は3.9%と低
下している。こ,hは贅用の」側川を上廻って利益ガ辻貌加

卸売業

d,で業におVては、売上の増加がみられたにもかか
わらず、店舗改装などによる冏定資産の増加、流動資
産の増加などのため、資本効率は、前年.度比7%を低
下し、この結牙訓又益性は40年度の9.0%から、 41年度
は8.2%へと低下した。
ここ数年の売上、賀用、利益の関係をみると、費用

については人件費を中心として、年々死上の伸び以上
の増大を示Lているが、企業はこれをマージンの引上
げによってカバーして、経営採算を維持しようとす・る
六め、ことに41年度の嗣査においても費用の認%を占
めてVる人件費は、今後の労働出情等を吉える場合、
その増加が予恕され、人偶中t負担が経営圧迫の大きな
原因となることガ汁'分者えられる.
業釋別では、殆んどの業種が収益性の低下を尓Lて

L、るカミ、 1酉炎貞、府91勾、野T、西モ』3訊沖ι器レコード、万ξ,、
およびガラスの小売業は収益性が、本年度はかなり向
_しを尓してし、る'

冗業



政
府
国
際
観
光
年
の

基
本
方
針
を
決
定

政
府
ば
、
さ
る
二
月
一
日
の
事
務
次
官
△
議
終
了
後
ひ
き
統
き
観
光
対
策
連
零
議
(
登

H
稔
理
庶
器
長
官
、
委
員
U
総
理
府
総
葡
長
官
、
各
省
事
務
次
官
)
を
開
ミ
国
連
が
宣

苫
し
た
一
九
六
七
年
の
国
際
観
光
年
に
対
す
る
政
府
の
基
木
的
態
度
と
も
い
う
べ
き
「
国
際
観

光
年
に
関
す
る
基
本
力
針
」
を
泱
定
、
関
係
各
省
か
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
分
野
に
お
い
て
効
果
的

な
謂
施
策
を
重
点
的
に
行
な
う
こ
と
を
と
り
き
め
た
。

な
お
、
希
省
の
国
際
観
光
年
行
事
企
画
委
員
会
で
策
定
中
の
諸
行
事
は
、
ま
だ
最
詣
に

は
固
ま
っ
て
い
な
い
模
様
で
あ
る
が
、
し
ず
れ
に
せ
よ
、
国
際
観
光
年
の
行
事
の
中
心
は
、
ハ

打
予
定
の
観
光
週
間
と
、
十
月
六
日
か
ら
の
官
設
観
光
機
関
国
際
同
雛
会
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
行
事
を
通
し
て
「
国
際
観
光
年
」
の
趣
旨
が
広
く
器
さ
れ
、
観
光
の
も
つ
意
祭
正
し

く
理
鱗
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
観
光
対
策
連
絡
会
璽
決
定
し
た
「
基
本
方
針
」
の
あ
ら
立
L
は
次
の
通
り
。

▽
国
際
観
光
年
に
関
す
る
基
本
方
針

傑
速
合
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
四
日
の
第
二
十
一
黒
人
念
お
し
て
一
九
六
七
年
を

一
国
際
観
光
邱
」
と
指
定
す
る
旨
の
決
誠
を
行
な
う
と
共
に
、
世
界
各
国
、
」
対
し
、
説
光
が
教

育
、
文
化
、
経
済
、
社
会
等
の
諸
分
野
に
果
た
し
て
い
る
役
割
を
各
方
面
罷
誓
せ
か
つ
、

観
光
振
興
に
関
す
る
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
る
よ
う
要
請
し
た
。

近
年
、
観
光
が
国
際
親
善
の
増
進
と
国
民
生
活
の
向
上
に
果
た
す
街
は
主
す
ま
す
増
大
し

て
お
り
、
ま
た
、
本
年
十
月
に
は
東
き
お
い
て
官
設
観
光
機
関
国
俗
盟
(
1
U
O
T
0
)

の
第
二
十
回
墾
.
お
開
催
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
詣
L
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
上
記

国
際
連
合
の
要
請
に
語
L
、
積
語
な
器
体
制
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

関
係
各
省
庁
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
そ
い
、
下
記
の
諸
施
策
に
と
く
に
重
点
を
お
い
て
、

そ
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
運
輸
省
で
策
定
さ
れ
る
国
際
観
光
年
記
念
行
事
計
画

二
つ
い
て
も
積
極
的
に
協
力
し
、
そ
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
も
の
と
す
る
。

一
、
入
出
国
手
続
の
簡
素
化
、
合
理
化

(
よ
務
貧
外
務
省
、
大
蔵
省
、
厚
生
省
、
呉
林
省
)

ニ
、
国
際
観
光
地
及
び
国
際
観
光
ル
ー
ト
整
備
五
力
年
計
画
の
推
進
(
関
係
各
官
庁
)

三
、
談
光
資
源
の
保
護

叟
化
財
、
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
士
、
自
然
景
観
等
の
観
光
資
源
の
管
理
の
強
化
"
ナ

シ
,
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
制
度
の
検
討
を
含
む
(
総
理
府
戈
化
財
俵
裟
員
会
、
厚
生
省
、
林

野
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
自
治
省
、
消
防
庁
)

②
観
光
資
深
勇
た
め
の
業
活
動
推
進
(
論
府
、
文
部
省
、
文
化
財
袋
委
旦
、

厚
生
省
、
林
野
庁
、
器
省
、
建
客
そ
の
他
関
係
各
省
〒
)

四
、
銭
光
旅
行
の
安
全
の
確
保

①
宿
泥
壁
お
げ
る
火
災
予
防
及
び
遊
蝋
休
制
の
整
備
(
文
部
省
、
厚
生
名
器
省
、
建

設
省
、
消
防
庁
)

②
伝
染
病
及
び
食
中
毒
の
予
防
(
厚
生
省
、
運
輸
省
)

③
交
通
事
故
の
防
止
(
総
理
府
'
一
察
庁
、
器
省
、
建
零
、
文
部
省
そ
の
他
関
係
各
省

庁
)④

登
山
、
海
森
等
の
遭
凱
の
劼
止
(
建
裂
礎
文
部
省
、
厚
生
楳
野
庁
、
隔
省
、
自

治
省
)

五
、
観
光
施
設
円
滑
化

①
運
輸
・
観
光
事
業
者
及
稔
業
員
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
二
関
す
る
監
督
及
び
指
導
の
強
化

(
厚
生
省
、
運
輸
省
)

②
宿
泊
、
交
通
1
関
す
る
料
秀
オ
フ
シ
ー
ス
ン
割
引
の
鼎
一
(
厚
生
省
、
運
輸
省
)

③
違
法
h
為
の
防
止

イ
、
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
拒
否
等
逹
法
行
為
の
取
締
の
強
化
(
警
察
庁
、
法
務
省
運
輸
省
)

戸
、
観
光
士
産
品
の
表
示
の
適
正
化
(
公
正
取
引
委
員
会
'
一
察
庁
、
通
商
産
業
省
、
運

輸
省
)

観
光
地
に
お
け
る
風
俗
関
係
1
法
行
為
の
取
締
の
強
化
(
警
察
庁
、
広
務
省
、
林

、

野
庁
)

六
、
国
土
の
美
化

①
観
光
地
、
生
活
環
境
等
の
美
化
清
掃
(
一
窪
府
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
林
野
庁
、
濡
省

建
設
省
、
自
治
省
)

②
屋
外
広
告
物
の
整
備
(
運
輸
省
、
建
設
省
、
自
治
省
)

七
、
観
光
に
関
す
る
普
及
啓
蒙

①
観
光
つ
翁
、
観
光
旅
行
の
際
D
マ
ナ
ー
、
危
険
防
止
等
、
~
つ
い
て
の
周
知
徹
衣
(
関
係

▼

将
省
庁
)

2
文
イ
川
の
到
川
鑑
買
の
器
(
文
化
川
僻
等
貝
会
、
*
野
了
)

③
肖
少
圷
の
国
際
交
濟
一
等
に
ょ
る
国
顎
善
の
綣
(
総
理
府
、
外
務
省
、
之
部
省
、
運

愉
省
)

①
海
外
諸
国
の
日
本
に
対
す
る
正
し
い
認
識
の
徹
底
(
外
務
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
)

ハ
、
国
際
鞍
光
年
に
関
す
る
広
報

か
範
府
、
運
愉
省
そ
の
他
)

轟

C

四
、
出
品
物

日
本
万
国
愽
覧
会
一
般
規
則
に
基
っ
き
一
般
分
頴
表
に
器
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
す
べ
て

出
品
で
き
る
。

開
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

力
山
W
会
て
発
支
し
た
こ
れ
か
ら
の
小
業
副
画
ス
ケ
ジ
ニ
ー
ル
は
炊
の
通
り
で
す
。

昭
和
四
十
一
年
度
中
に
会
場
糖
施
設
の
基
木
計
画
を
終
わ
り
四
十
二
年
度
に
敷
捗
成
工
事

四
十
三
年
半
ば
ま
で
に
道
路
、
緑
地
、
上
下
水
道
、
電
力
、
ガ
ス
な
ど
の
基
本
設
計
と
実
謬

計
を
終
わ
り
ま
す
。

お
劣
り
広
場
奘
遣
道
路
な
ど
の
基
乢
ル
設
に
つ
い
て
は
、
四
十
二
年
に
基
本
設
計
、
四
十
三

Ⅱ
Υ
ば
ま
で
堤
施
設
計
を
,
元
了
、
四
十
三
年
秋
に
は
国
内
外
の
出
展
参
加
が
確
定
し
、
厩
示

鯨
や
N
皐
施
設
の
建
桑
始
ま
る
予
定
、
四
十
四
年
に
は
会
場
内
道
路
の
舗
裴
、
建
築
場
の
最

終
仕
上
げ
、
造
園
修
景
工
事
を
完
成
し
四
十
五
年
三
月
十
五
日
に
開
会
の
日
を
迎
え
る
と
い
う

段
取
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
出
展
準
備
段
階
へ

出
炭
に
対
す
る
国
内
の
動
き
と
し
て
は
、
政
府
の
大
規
模
な
参
加
構
想
を
は
じ
め
、
地
方
公

共
団
休
、
各
種
企
業
、
団
体
な
ど
で
万
博
対
策
委
員
を
設
け
、
そ
の
意
志
を
決
定
す
べ
く
研
究

と
検
栗
重
ね
ら
れ
て
来
た
。
な
か
で
も
電
気
事
業
連
ム
ロ
会
、
慕
本
ガ
ス
協
条
業
界
の
力
を

結
集
し
て
業
種
団
休
と
し
て
展
示
鯨
建
設
の
態
度
を
冏
め
、
大
規
模
な
参
加
が
期
待
さ
れ
る
住

友
.
三
井
.
三
茎
な
ど
の
企
業
集
団
、
銀
行
を
中
心
と
す
る
系
列
企
業
フ
ル
ー
ブ
、
電
気
築

レノ

自
動
*
業
界
、
鳶
発
な
動
き
を
み
せ
て
い
ま
す
。

事
務
局
に
出
展
部
を
新
設

協
会
事
務
局
で
は
出
展
勧
奨
活
動
を
行
う
た
め
、
従
来
営
業
部
に
所
属
し
て
い
た
国
内
出
展

課
と
外
国
出
展
課
を
独
立
さ
せ
て
、
出
展
部
を
新
設
し
た
。

③
万
博
ニ
ュ

、
(

1
ス

6

(

一
、
展
示
方
式

参
加
者
が
独
立
の
展
硲
を
建
設
し
て
展
示
す
る
特
設
締
展
条
原
則
で
t

ニ
、
出
展
参
加
申
込
手
続

①

申
込
み
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
1
昭
和
四
十
二
年
九
月
三
十
日

午
前
十
時
1
午
後
五
崎
(
士
曜
日
正
午
)

②

申
込
受
付
場
所

川
(
財
)
日
本
万
国
博
笈
協
会

出
展
部
国
内
出
展
課

(
大
阪
市
東
区
本
町
四
丁
目
二
十
七
上
御
堂
ビ
ル
)

(
電
話
大
阪
(
飾
)
二
五
二
1
0
C
0
三
1
九
)

同
(
財
)
日
本
万
国
惇
基
協
会

東
京
事
務
所
出
展
課

(
東
京
中
央
区
器
西
五
1
二
新
一
、
ツ
グ
ビ
ル
)

(
電
話
東
京
(
船
)
五
七
三
1
三
八
五
六
1
八
)

(

3
 
申
込
み
方
法

)(
恊
会
作
成
の
出
展
参
加
申
込
書
一
通
、
副
二
通
を
持
参
の
上
諾
す
る
。
郵
便
申
込
は
い

け
な
い
。
出
展
申
込
み
内
容
は
申
込
者
の
承
諾
の
な
い
限
り
外
部
に
発
表
し
な
い

三
、
展
示
館
敷
地

区
画
国
内
の
公
共
団
休
館
、
企
業
お
よ
び
民
閲
団
体
館
の
敷
地
と
し
て
は
、
八
0
0

①
'
(
一
単
位
)
を
最
低
面
積
と
し
て
、
一
、
六
0
9
m
、
三
、
二
0
9
m
、
五
、
四
0
0

.
m
、
九
、
六
0
9
m
の
六
種
蔀
五
0
区
画
を
子
定
。

②

敷
地
割
当

会
場
の
調
和
を
考
え
、
申
込
者
の
展
示
内
容
、
建
築
物
の
熊
形
状
、
申
込
み
樫
な
ど

考
慮
し
て
協
会
で
決
定
す
る
。
必
ず
し
も
受
付
期
問
の
終
了
を
待
た
な
し
'

③

敷
地
料
二
m
当
り
五
、
 
C
C
C
円
と
す
る
。

納
付
時
期
参
加
契
約
締
結
の
と
き
半
頴

展
示
館
建
設
工
事
着
手
念
の
も
の
半
禰

7

ノ'、



昭
和
四
十
二
年
の
経
済
見
通
し

山
田
亮
三

径
済
歎
油
家

一

一
゛

な
っ
て
い
る
。
,
H
動
車
、
家
庭
電
器
、
合
成
繊
"
ど
の
成
長
産
業
が
、
再
び
強
い
成
長
性
を

と
り
戻
し
た
う
え
に
、
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
、
七
メ
ソ
ト
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
素
材
産
業
も
、

生
産
水
進
を
著
し
く
高
め
て
い
る
。
加
え
て
工
作
機
械
を
は
じ
め
と
す
る
受
注
産
業
が
、
よ
う

や
く
活
況
を
と
り
も
ど
す
な
ど
、
景
気
の
回
復
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
る
。

げ
ん
に
昨
年
暮
の
ボ
ー
ナ
ス
も
史
上
曼
局
と
か
い
う
こ
と
で
、
歳
末
の
街
の
景
気
も
悪
か
っ
た

と
は
い
え
な
し
。

気
回
復
第
二
午
目
の
昭
和
四
十
二
甲
の
謡
見
通
し
が
、
昨
年
に
く
ら
べ
て
は
る
か
江
明

る
い
の
は
止
星
と
い
う
ほ
か
な
し
が
、
と
V
つ
て
手
放
し
に
楽
観
ば
か
り
は
で
き
ぬ
問
題
も
あ

る
。

会
ノ

"

上
昇
・
拡
大
の
基
調
辿
ろ
う

昭
和
四
十
二
年
。
新
ら
し
い
年
が
ま
た
ス
タ

ー
ト
す
る
。
不
況
の
ド
ソ
底
に
あ
け
た
昨
年
の

正
月
と
ち
が
う
て
、
今
年
の
年
明
け
の
日
本
経

済
の
表
情
は
、
か
な
り
に
明
る
い
の
が
実
際
の

よ
う
だ
。
何
と
い
っ
て
も
昨
一
年
の
景
気
の
回

復
が
、
意
外
に
大
巾
か
つ
急
、
ブ
ソ
、
ボ
な
も
の
と

一
年
の
贄
回
祭
大
巾
と
い
っ
て
も
、
要
は
政
府
の
叢
政
策
や
べ
ト
ナ
ム
戦
争
影

山
二
大
き
い
政
策
的
、
一
時
的
要
因
に
ょ
ゑ
颪
の
回
復
は
、
逆
に
前
途
の
不
安
惑
を
そ
れ

だ
け
強
め
る
も
の
で
も
あ
る
。
す
て
に
国
際
収
支
の
先
行
き
に
つ
V
て
の
懸
念
か
さ
さ
や
か
れ

は
じ
め
て
お
り
、
証
券
市
場
の
低
迷
な
ど
、
こ
う
し
た
需
を
反
映
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

ま
た
鴛
繊
綿
や
砂
糖
の
よ
う
に
、
構
造
的
不
況
要
因
を
も
つ
と
こ
ろ
で
は
、
景
気
回
復
の
波

に
乗
り
お
く
れ
て
お
り
、
こ
と
に
中
小
<
ル
業
方
面
で
は
、
賃
金
の
上
昇
や
原
材
料
費
の
高
雌

収
益
面
で
の
改
善
が
一
向
に
み
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
も
多
く
、
企
業
倒
産
は
引
統
き
高
い
水
凖
を
記

祭
し
て
い
る
の
が
実
際
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
し
た
闇
題
は
あ
っ
て
も
、
結
果
か
ら
之
昭
和
四
十
二
年
の
日
本
径
済
が
、

昇
・
拡
大
の
基
調
を
辿
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
る
ま
し
。
小
ノ
く
と
も
国
内
市
場
に
つ
い
て
み
る

か
ぎ
り
、
次
の
三
つ
の
柱
が
上
昇
要
因
と
し
て
作
用
し
ょ
う
。

第
一
は
民
間
消
費
の
堅
調
で
あ
る
。
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
国
民
消
費
は
新
、
ゆ
し
い
局

面
を
迎
え
は
じ
め
て
い
る
。
家
庭
電
器
を
中
心
と
す
る
三
十
午
代
の
消
費
革
命
に
か
わ
っ
て
、

乗
用
車
や
カ
ラ
ー
テ
ン
ビ
を
主
役
と
す
る
第
二
次
消
費
革
命
、
か
、
よ
う
や
く
開
幕
の
段
階
へ
と

入
っ
て
き
た
。
す
で
に
日
本
の
自
動
車
産
業
は
、
昨
年
度
イ
ギ
リ
ス
を
抜
い
て
世
界
第
三
位
の

地
位
を
確
保
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
乗
用
車
生
産
は
バ
ソ
タ
イ
プ
の
も
の
を
含
め

れ
ば
過
半
を
制
し
て
お
り
、
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
.
ン
が
よ
う
や
く
西
欧
券
オ
ー
ナ
ー

ト
ラ
イ
バ
ー
中
心
の
そ
れ
へ
と
移
行
し
つ
つ
ぁ
る
事
実
を
示
し
て
し
る
。
自
動
車
の
よ
う
な

巨
大
産
業
が
強
い
成
長
力
を
も
つ
こ
と
が
、
全
体
と
し
て
の
景
気
に
与
え
る
響
は
軽
視
で
き

な
い
。第

二
に
は
、
産
業
界
の
設
佛
投
梨
よ
う
や
く
盛
り
あ
が
り
の
気
運
を
強
め
て
き
て
い
る
。

昨
一
年
の
工
業
生
産
の
上
昇
は
、
あ
れ
ほ
ど
深
刻
と
い
わ
れ
た
産
業
界
の
設
備
過
剰
を
あ
ら
か

た
解
消
L
去
っ
て
し
る
。
む
し
ろ
能
力
の
不
足
さ
え
訴
え
る
と
こ
ろ
が
小
ノ
く
な
し
の
が
実
際
で

鉄
鋼
業
界
を
は
じ
め
と
し
て
、
 
N
希
投
資
増
大
の
力
向
に
あ
る
と
こ
ろ
も
多
く
指
摘
す
る

こ
と
か
で
き
る
。
加
え
て
労
倒
力
不
足
と
賃
金
水
凖
の
上
昇
は
、
企
業
の
合
理
化
・
近
代
化
を

必
至
の
要
請
と
し
て
レ
る
。
も
ち
ろ
ん
か
っ
て
の
高
度
成
長
期
の
よ
う
に
、
年
間
設
備
投
資
が

司
も
四
割
も
ふ
ぇ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
し
が
、
そ
れ
に
し
て
も
設
備
投
資
の
増
大
が
今
年
の

円
麦
を
支
え
る
一
つ
の
柱
と
な
る
こ
と
は
否
翠
き
な
い
。

第
三
に
は
、
則
政
支
出
の
増
大
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
景
気
剌
戟
予
算
、
と
銘
う
つ
た
昨

年
度
と
ち
が
っ
て
昭
和
四
十
二
年
度
予
算
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
積
極
性
を
も
つ
こ
と
は
あ
る
ま

屯
弐
か
こ
こ
ま
で
回
復
し
た
現
状
で
ば
、
あ
え
て
財
政
面
か
ら
景
気
を
剌
戟
ナ
べ
き
必
然

、
コ

、性
は
な
い
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
の
財
政
支
出
が
前
年
度
を
か
な
り
上
回
る
こ
と
だ
げ
は
確

軍
あ
り
、
羅
済
の
成
長
が
、
そ
れ
だ
け
促
進
さ
れ
る
こ
と
も
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

第
二
次
消
費
革
命
開
幕
の
段
階
へ

9

(

る
国
際
収
支
不
安
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
世
問
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
な
り
ゆ
き
に
神
経
を
と

か
ら
せ
て
い
る
が
、
し
か
し
卒
直
な
需
を
い
え
ぱ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
早
期
和
平
で
、
実
現
せ
ぬ

か
ぎ
り
、
こ
の
面
か
ら
す
る
大
き
な
動
長
あ
る
ま
い
。
日
本
の
国
際
収
支
に
し
て
も
、
そ
れ

か
Ⅲ
題
と
し
て
衷
面
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
 
V
き
な
り
金
融
引
締
め
政
策
が
登
場
し
、
景

気
が
低
滞
な
い
し
下
降
へ
と
転
ず
る
と
ま
で
考
え
る
必
要
は
な
V
。
国
際
環
境
や
国
際
収
支
の

先
行
き
に
つ
い
て
、
過
度
昇
戒
心
を
抱
く
の
は
や
や
行
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
こ
際
黛
t
て
お
き
た
し
の
は
、
 
U
木
経
済
は
い
ま
、
短
期
の
景
気
変
動
と
な
ら

ん
く
、
よ
り
長
期
の
構
造
変
動
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ひ
と
つ
に
は
企
業
を
と
り
ま
く
競
争
条
件
が
、
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
っ
て
き
て
し
る
。
貿

易
自
由
化
か
ら
資
本
自
由
化
へ
と
統
く
開
放
体
制
の
進
展
は
、
日
本
産
業
の
国
際
化
を
さ
ら
に

雛
}
し
て
し
る
。
海
外
市
場
で
の
競
争
は
も
と
よ
り
、
国
内
市
場
で
の
競
争
も
は
げ
し
さ
は
増

し
て
も
緩
和
す
る
見
通
し
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
こ
う
し
た
き
び
し
い
競
争
条
件
に
耐
え
う
る

企
業
と
そ
う
で
な
V
企
業
と
の
格
象
、
今
後
一
段
と
ひ
ら
し
て
ゆ
く
1
性
が
あ
る
。
昨
一

年
の
景
気
回
復
に
か
か
わ
ら
す
、
小
小
企
業
の
倒
産
が
あ
と
を
絶
っ
て
V
な
V
の
も
、
要
は
こ

翌
味
で
の
産
業
嘉
成
の
流
れ
が
、
さ
え
ぎ
る
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
と
な
り
つ
つ
ぁ
る
こ
と

を
示
L
て
し
る
。

加
え
て
先
に
も
ふ
れ
た
労
働
力
問
題
が
、
よ
り
決
定
的
な
・
恵
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
く

る
、
昭
和
三
十
年
代
を
通
ず
る
経
済
の
高
度
成
長
は
、
若
年
労
働
力
の
著
L
輔
給
一
■
を
ま

ね
し
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
た
今
後
は
、
出
生
率
の
低
下
に
伴
う
新
規
学
卒
労
働

力
供
給
綣
対
的
低
下
の
段
階
に
入
る
。
豊
富
な
労
働
力
と
安
い
賃
金
を
前
提
に
成
立
し
た
日

本
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
こ
の
前
捉
条
件
の
変
化
と
と
も
に
、
大
き
く
ゆ
す
ぶ
ら
れ
て
ゆ
か

さ
る
を
え
な
し
の
が
実
學
あ
る
。
と
り
力
け
日
本
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
構
造

変
動
の
大
き
な
沈
れ
に
ど
ぅ
対
応
し
て
ゆ
く
か
、
こ
れ
か
ら
の
最
大
の
鴛
で
あ
る
と
い
力
ね

は
な
る
ま
い
。

"

C

以
上
三
つ
の
柱
を
中
心
に
、
新
ら
し
い
年
の
経
済
は
、
ほ
ぼ
。
堅
実
な
上
昇
'
を
続
け
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
が
、
残
る
問
題
は
日
本
経
済
を
と
り
ま
く
国
際
環
境
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
す

問
題
は
構
造
変
動
の
流
れ

8

(

筆
者
略
歴

大
正
九
年
大
阪
生
れ
。
昭
和
十
七
年
東
京
商
大
六
十
、
華
北
交
通
に
入
社
。
伺
二
十
一
年
国
民
経
済

研
究
協
会
に
入
り
、
同
協
会
理
事
、
産
業
経
営
研
究
所
専
務
理
事
な
ど
を
経
て
、
現
在
日
木
繋

材
料
研
究
所
専
務
理
事
、
 
N
H
K
解
説
委
員
白
百
合
女
子
大
学
教
授
大
蔵
省
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
審
議
会
委
員
、
運
輸
省
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会
委
員
。

主
な
薯
書
「
日
本
産
業
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
」
、
「
日
本
産
業
入
門
」
、
「
日
本
企
業
レ
ポ
ー
ト
」

「
あ
の
会
社
こ
の
会
社
」
な
ど
。

カ
イ
ド
ポ
ス
ト
・
。
永
リ
、
ゾ
ー
と
は
、
賃
金
の
泱
定
に
つ
き
、
政
府
が
一
定
の
R

標
を
示
し
、
民
間
企
業
や
労
組
に
対
し
、
こ
れ
に
ょ
る
よ
う
に
協
力
を
求
め
る
政

策
の
こ
と
で
あ
る
。

自
由
主
義
経
済
の
下
で
は
、
本
来
賃
金
は
使
用
者
と
労
倒
者
と
の
開
の
由
由
な

契
約
に
ょ
り
、
立
た
価
格
は
売
、
王
と
買
主
と
の
間
の
自
由
な
契
智
よ
り
決
め
ら

(

1

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
力
の
不
足
な
ど
の
事
店

に
ょ
っ
て
、
賃
<
立
か
異
{
器
と
な
り
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
物
価
、
腿

し
、
そ
の
た
め
生
活
の
安
定
、
経
済
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
し
る
場

合
か
あ
る
。
こ
の
政
策
は
、
こ
う
V
う
場
合
に
賃
金
の
上
昇
と
勃
価

の
上
昇
の
悪
循
環
を
絶
ち
切
る
た
め
に
と
ら
れ
る
政
策
の
一
つ
て
あ

る
。

こ
の
政
策
は
、
米
国
の
ケ
ネ
デ
ィ
前
大
統
祭
使
し
始
め
た
{
の

で
、
賃
金
の
引
き
上
げ
は
国
民
経
済
全
体
の
生
産
性
の
上
昇
率
の
範

囲
内
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
四
十
年
の
目
標
は
過
去

五
年
間
の
平
均
生
産
性
上
昇
率
の
三
・
ニ
%
と
し
現
在
も
こ
の
月
標

を
目
安
に
し
て
し
る
。
英
国
で
実
施
中
の
賃
金
物
価
抑
制
政
策
も
こ

の
政
策
の
例
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
最
近
一
部
に
こ
の
政
策
の
採
用
が
考
え
ら
れ

く
し
る
よ
う
で
あ
る
が
、
米
国
、
一
央
国
に
お
い
く
も
こ
の
政
策
の
生
<

行
に
難
航
を
極
め
て
お
り
、
産
業
企
業
に
ょ
り
之
だ
賃
金
格
差
が
大
き
し
な
ど

経
済
事
祭
違
う
わ
が
国
で
は
、
米
国
、
英
国
な
ど
よ
り
、
そ
の
実
桑
さ
ら
に

む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
ガ
イ
ド
。
ホ
ス
ト
と
は
「
道
し
る
べ
、
道
標
」
の
こ
と
で
あ
る
。
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中
小
企
業
庁
だ
よ
り

中
小
企
業
の
倒
産
防
止
に
つ
、

て
し

四
十
一
年
に
入
っ
て
、
四
十
年
水
'
を
わ
ず
小
な
が
ら
下
回
っ
て
推
移
し
て
い
十
蚕
禾
倒
産

は
十
一
月
に
は
戦
後
蛙
向
の
六
百
三
十
件
(
東
京
商
工
興
信
所
朋
べ
)
を
放
え
、
-
 
1
十
一
月

累
計
で
は
、
^
況
で
あ
0
六
前
年
向
捌
を
^
回
る
こ
と
と
な
り
、
^
ポ
か
ら
^
始
に
か
け
て
の
企

街
産
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
告
・
受
注
等
の
面
で
一
譜
条
気
上
昇
論

か
み
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
倒
産
が
不
謬
よ
り
も
商
水
準
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
そ
の
原
因
の
究
明
を
図
る
と
と
も
に
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
当
庁
に
お
い
て
は
、
最
近
の
企
業
倒
産
件
数
の
増
加
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
今
後
な
お
数
力
打
の
推
移
を
見
守
り
、
慎
児
検
聖
ま
っ
て
結
論
を
出
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
こ
う
で
現
在
に
お
い
て
そ
の
原
因
と
し
て
指
抽
さ
れ
て
い
る
諸
ん
の

凸
鴛
六
約
し
て
み
ま
す
と
、

最
近
の
凋
五
~
よ
れ
ば
、
中
小
企
茎
般
の
収
益
性
桂
は
か
な
り
の
回
票
厶
ら
れ
立

①
ナ
。

し
小
し
条
ら
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
中
小
企
誓
収
種
の
回
復
が
み
ら
れ
る
中

②
に
お
い
て
も
、
長
期
の
景
径
滞
の
間
に
あ
っ
て
、
中
小
企
業
経
営
に
お
け
る
企
論
格

差
は
、
個
劉
業
の
響
態
度
の
良
否
も
あ
っ
て
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
人
件
費
の
上

繋
ナ
も
加
わ
っ
工
1
状
態
の
恕
い
舎
木
も
「
面
で
増
加
し
て
い
る
も
の
と
推
定
巡
れ
主

ナ
。

こ
の
よ
う
な
企
業
間
恪
差
が
及
ら
れ
る
た
め
に
、
取
引
面
や
融
資
面
に
お
い
て
親
金
木

③
や
<
瓢
機
関
は
選
別
的
態
度
を
ゆ
る
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
不
況
期
以
来
鷲
貞
絵
化
L
、
資
金
繰
り
等
に
も
苦

④
應
し
て
き
た
<
業
碓
近
に
お
い
て
息
切
れ
し
、
倒
産
す
る
も
の
が
増
加
し
て
き
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
倒
零
業
の
う
ち
に
は
、
融
森
作
、
奇
ず
さ
ん
、
契
投
資
1
髪
営
内

墜
問
題
の
あ
る
も
の
が
日
立
っ
て
き
て
い
る
点
も
指
抽
さ
れ
て
い
主
す
。

こ
の
よ
う
な
璽
倒
産
の
原
因
か
ら
み
て
、
第
一
に
中
小
企
業
者
Π
体
の
厳
し
い
q
符
態
度

が
要
請
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
当
庁
と
し
て
矮
近
の
倒
霊
由
に
み

ら
れ
る
選
別
強
化
、
連
鎖
倒
産
笈
よ
る
中
小
傘
者
の
不
測
の
倒
産
を
防
止
す
る
た
め
十
二

月
五
日
付
で
と
り
あ
え
ず
地
方
通
産
局
譜
府
県
、
政
府
関
係
小
小
璽
念
三
機
関
、
中

小
璽
綴
保
険
公
喫
全
国
銀
行
協
会
、
↑
対
し
イ
ニ
中
小
企
諾
倒
・
研
止
二
つ
い
て
、
協

力
を
依
頼
い
た
し
主
し
た
。

な
お
、
当
庁
に
お
い
て
従
来
か
广
2
尖
施
し
て
い
る
中
小
企
禾
対
策
戸
凱
え
て
、
打
二
今
繊
刀

倒
器
止
の
た
め
に
生
兎
ま
た
は
検
討
中
の
施
策
は
以
下
の
も
の
で
す
。

政
府
関
係
小
小
傘
金
竺
禽
の
本
年
度
下
期
の
貸
出
脱
模
を
九
丙
三
十
五
俗
増

①
加
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た
め
三
機
関
に
対
点
頴
五
百
二
十
五
億
円
の
財
織
資
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
(
四
十
一
年
十
一
月
八
日
鬨
議
服
告
)

民
擧
柊
閃
↑
対
L
、
中
小
企
業
向
け
年
末
(
十
河
1
十
ゴ
月
)
貸
出
1
頴
を
九

2
千
五
是
円
と
す
る
よ
う
要
鞘
し
た
。
(
同
閣
議
繋
巳

政
府
関
係
中
小
企
讐
機
関
の
金
利
を
明
年
一
打
一
日
か
ら
年
0
・
ニ
%
引
下
げ
る
こ

③
と
と
し
、
こ
の
た
め
補
正
予
竹
"
で
商
工
中
金
に
対
し
、
十
七
億
円
の
出
資
を
行
う
こ
と
と

し
た
。
(
四
十
一
年
十
一
刀
二
十
九
日
補
正
予
一
備
議
決
定
)

通
産
火
臣
と
公
正
取
引
委
員
会
委
貝
長
の
速
名
で
親
亊
薯
団
体
1
対
τ
、
需
代

④
金
の
憲
綴
1
?
忌
五
を
村
な
っ
た
。
(
四
十
一
年
十
二
月
二
打
付
け
四
一
全
h

一
七
二
四
号
)

連
鎖
倒
産
防
止
の
た
め
中
小
企
弐
偏
用
保
険
臨
噛
拙
置
法
に
ょ
る
佳
産
関
迎
線
険
の
"

-
D

力
的
運
用
を
図
っ
て
い
る
。
(
十
一
月
愽
多
船
渠
帰
を
指
定
)

ま
六
、
^
'
^
関
^
保
^
^
如
^
保
保
険
の
^
例
力
上
^
久
^
一
化
^
る
・
之
め
中
^
^
止
^
信
用
深

険
法
の
改
正
を
進
備
中
で
あ
る
。

会
社
受
生
法
の
適
用
に
関
し
連
鎖
倒
産
を
防
止
す
る
た
め
下
叫
凾
述
中
小
企
茎
お

⑥
^
^
に
^
い
て
^
^
介
^
の
^
を
^
く
た
め
、
△
工
^
^
災
^
け
^
一
^
^
^
の
ν
^
^
を
^
ル
^
中
^
L

あ
る
。

?
ノ

貞
一
=
=
>
ニ
ニ
=
一
.
t
.
一
早
=
一
:
才
二
=
=
=
t
.
二
一
里
三
゛
ニ
=
=
=
t
二
三
=
=
)
二
三
=
=
之
三
=
一
一
一
,
ー
こ
=
=
一
一
之
二
=
冒
冒
之
二
=
=
=
之
:
三
=
早
t
二
昌
=
一
一
?
:
一
'

第
三
回
優
良
士
産
品
審
査
会
開
か
る

主
催
奈
良
優
良
鯱
光
士
産
品
連
絡
協
議
会

,
一
冨
一
 
t
二
=
=
ニ
゛
ニ
=
=
T
゛
ニ
ニ
=
=
゛
二
里
二
T
 
t
 
二
=
ニ
ニ
?
二
三
=
 
t
 
二
=
一
一
一
一
?
:
三
一
一
一
.
?
,
一
一
一
一
一
●
一
?
二
三
』
一
一
゛
ニ
=
ニ
、
,
才
二
=
=
一
』
之
.
三
=
=
?
ニ
、

キ

、
 
J
 
ノ
ι

^
、
.
^
山
^
^
・
^
^
^
^
・
^
ロ
^
占
^
^
^
一
^
^
一
^
^
・
^
^
謎
^
^
^
一
一
^
リ
^
^
口
Ⅲ
^
牝
^
^
^
一
一
^
^
三
心
^

所
)
よ
上
一
る
三
月
＼
日
第
三
回
詞
の
士
・
¥
口
Ⅲ
喜
企
を
七
リ
長
需
]
会
一
刈
ご
・
、
人
・
げ
}
ル
三
L
切

催
L
、
纏
推
奨
品
及
び
合
椛
品
の
脳
鴛
更
新
し
た
。

出
品
点
数
蟻
裂
一
九
五
■
県
、
市
及
び
各
界
の
有
識
き
ょ
る
厳
電
な
審
1
H
の
希
累
、

優
良
隹
奨
四
四
占
N
 
介
竺
三
七
占
ゞ
矧
条
し
た
。
・
審
査
奔
貝
の
腎
ル
.
総
合
ナ
る
と
、
伊
介

よ
り
か
な
り
土
辱
叩
の
品
質
は
向
上
し
、
メ
ガ
ネ
、
ア
ソ
ゴ
、
ガ
ク
フ
チ
ヨ
ニ
単
六
等
の
過

大
包
装
が
な
く
な
り
、
製
造
午
打
日
、
製
造
所
名
の
表
示
に
つ
V
く
も
お
ぉ
む
ね
守
ら
れ
て
V

か
、
郷
士
色
を
細
す
工
夫
に
お
い
て
若
干
、
の
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
と
し
う
こ
と
で
あ
っ

た
、
、
、
、

た
。
ま
た
今
年
は
国
際
観
光
年
と
さ
れ
て
お
り
そ
の
上
万
国
W
L
数
年
後
軽
え
て
し
る
の
で

奈
良
を
訪
れ
る
観
光
客
の
印
象
を
士
産
物
に
ょ
っ
て
尚
一
僻
よ
く
す
る
努
カ
ガ
悔
く
鄭
,
ま
る
と

し
て
い
た
。

尚
当
所
事
務
邑
於
て
シ
ー
ル
配
布
を
打
っ
て
お
り
主
t
の
イ
局
塑
ざ
艾
け
ら
れ
た
力
ぼ
お

買
吹
め
の
1
酪
1
・
¥
品
、
~
貼
付
于
さ
い

器
t
'
果
概
要
は
次
の
通
り
。

1

キ

、

.
1

梅
花

0]

ト
、
、壬

C

悔
花
堂

◇
優
良
推
奨
品
と
認
め
ら
れ
る
も
の

(
品
名
)

火
の
原

一
芸

,
月

般
光
堂堂

銀

堂

、
ー

ノ
ー

^
花
山
^
羊
支

y

1

.
ー
゛

「

グ

ー
.
、
L
'

大
仏
せ
ん
べ
V

ガ
宋
大
寺
瓦
せ
~
ヘ

契
寺
せ
ん
べ

野
守

/31

堂

Ⅱ
占

8

」
ー
、

「

6

梅
花
堂
羊
美

ノ

.1

ノ

、L

二
0
0
円

二
0
0
円

三
五
0
円

五
0
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

三
0
円

(
小
売
価
格
)

-
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

二
0
0
円

一

一

●
'
,
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」
W
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キ

一
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゛
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一
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ニ
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0
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今

一
、オ

占

凌

あ
し
ひ
や

一
昇
太
批
云
礼

一
、ゾ

ガ

、
「

四
0
0
円

七
0
0
円

三
0
0
円

四
0
0
円

五
0
0
円

七
0
0
円

戈
 
C
C
0
円

.
、

六
C
0
円

八
0
0
円

C
C
C
円

、

五
0
0
円

、

O
C
0
円

、

二
O
C
円

C
O
C
円

、

五
こ
0
円

三
、
 
D
O
0
円

t
、
五
0
0
門

弌
九
0
0
円

一
、

九
五
0
門

三
五
0
円

五
五
0
門

一
三
、
 
0
0
円

五
0
0
円

、一
一

三
、
六
五
0
円

ノ
イ

岐
丘

、
,
」

ー
コ
.
」
,
カ
、
ニ
'
?
,
,

寧
楽
人
形

東
大
寺
八
角
灯
泌

じ
^
^
上
^
エ
^
^
、
^
^

刀
駈
吐

箆ニ
、
.

廻
り
と
な
っ
て
い
る
。

.

失
業
保
険
労
災
保
険
が
四
十
三
年
よ
り
強
制
加
入
と
な
り
ま
支

『
ぜ
ひ
失
業
保
険
労
災
保
険
事
務
組
合
の
こ
利
用
を
"
一

^
^
^
^
、
一
^
一
^
^
^
、
^
^
^
^
^
、
一
^
^
よ
り
^
^
^
し
も
^
^
一
^
J
ぜ
^
^
つ
て
し
る
と
^
御
^

入
に
な
り
左
す
。
五
1
六
人
以
下
の
従
業
員
克
0
て
V
る
事
俳
で
は
ー
の
繁
栄
の
光
め

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
失
業
保
険
、
一
誕
保
険
に
ま
で
手
が
出
せ
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま

す
。
当
所
の
失
業
保
映
労
災
保
険
出
務
組
合
会
託
ざ
れ
ま
す
と
失
業
保
険
、
労
災
保
険
に

関
す
る
手
統
き
は
、
一
切
嘔
務
組
合
か
代
行
致
し
ま
す
の
で
、
張
木
主
は
面
倒
な
事
務
を
す
る

必
票
あ
り
ま
せ
ん
。
一
烹
で
き
1
業
主
櫓
竺
0
0
人
(
鼎
粲
、
小
売
業
サ
ー
ビ

桑
、
金
聖
へ
保
堅
、
砺
産
美
主
た
●
業
と
す
玉
耒
主
は
五
十
人
)
以
下
の
労

倒
者
姦
っ
て
霜
ら
れ
る
出
業
主
で
す
。

祥
細
は
当
所
斗
霧
課
で
説
明
L
ま
す
。

地駆
三
匹

.
、

、

は
に
b
f
守

は
に
b
膿
夫

^
ノ
」
寸
月
q
リ
一
」
亡
坪

突
楽
天
人

◎
融
資
の
特
典

一
年
以
上
継
絖
し
て
鸞
を
完
納
し
て
い
る
加
入
者
に
は
、
一
口
(
五
0
0
円
)
で
十
万
円

の
融
察
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
V
主
す
。

◎
税
法
上
の
特
典

こ
の
制
度
に
ょ
る
掛
金
は
、
税
法
上
の
生
命
保
険
と
同
じ
枠
内
で
、
所
得
控
除
を
受
け
る
ご

と
が
出
来
ま
す
。
(
近
く
別
枠
の
所
鴛
弓
護
け
ら
れ
る
予
定
)

@
支
払
い
が
確
実

一
の
制
度
は
国
が
淫
訂
L
て
お
り
共
済
金
額
は
法
律
に
ょ
0
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
共

]済
金
の
支
払
い
を
受
け
る
慌
利
は
抵
当
椛
や
債
権
者
な
ど
の
差
押
え
が
禁
じ
ら
れ
て
居
1

接
本
人
に
確
実
妥
払
わ
れ
る
。

◎
そ
の
他
価
幣
価
値
変
動
に
対
す
る
措
置
と
し
て
五
年
ご
と
稜
討
ナ
る
こ
と
、
~
な
っ
て
い
ま

す
。加

入
の
方
法
と
奪
細
な
一
嘉
き
に
つ
い
て
は
近
く
説
明
会
を
開
き
主
ナ
の
で
、
認
一
し
下

さ
い
。
又
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

H

森
老
舗

リ

曳
、
、
.
、
竜
§
、
、
亀
●
§
、
^
,
、
^
^
、
§
,
、
、
k
、
.
●
、
亀
、
亀
.
亀
、
亀
、
^
、
ミ
キ
亀
、
.
、
ミ
●
、
、
ミ
、
k
亀
、
亀
亀
、
亀
、
、
 
k
ミ
ミ
、
,
、
、

一'一一"

中
小
企
業

、,1

.
^
泌
歌
翫
勢
雪
1

、
弓
ノ
,
 
J

無
欠
点
運
動
(
Z
D
運
動

【
問
】
口
取
近
、
熊
欠
点
運
動
と
い
う
の
を
よ
う
も
の
か
と
し
う
こ
と
を
郡
解
さ
七
る
二
と
ガ

く
聞
き
烹
す
が
、
こ
れ
は
ど
ぅ
し
う
運
動
で
す
知
ど
で
、
次
に
、
鱗
オ
E
二
ぜ
H
1
Π
力
に
し
く
つ

か
。
ま
た
、
こ
の
運
動
の
仕
組
み
は
ど
ぅ
V
う
か
の
グ
ル
ー
フ
(
Z
D
グ
ノ
ー
プ
)
じ
ー
ー

か
。

谷
Z
D
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
改
壁
,
へ
き
R
サ
ゼ

も
の
で
す
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
筥
無
朱
鐙
動
と
し
う
の
は
、
米
国
の
た
て
、
ク
ル
ー
プ
ご
と
に
そ
の
「
樗
を
汁
、
h
と

0

,
ク
ナ
マ
ラ
米
国
防
長
官
が
二
人
の
者
の
僅
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
の
で
↓

た
だ
、
こ
れ
を
た
ん
に
芥
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

か
な
ミ
ス
が
、
令
軍
の
運
命
に
か
か
わ
る

い
っ
て
、
米
零
、
軍
関
係
者
一
人
一
人
の
ミ
放
任
す
る
の
で
は
樹
乎
も
小
ノ
な
、
0
で
之
ケ

いス
を
ゼ
戸
に
し
ょ
う
と
い
う
運
動
を
は
じ
め
、
ル
ー
プ
に
管
N
凌
を
つ
く
つ
て
、
勿
「
ψ
H
,
H
」

ル

こ
れ
お
獣
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
米
国
の
ゼ
倫
果
を
そ
れ
に
ι
心
1
し
て
、
そ
ー
を
芥
グ
ル

ネ
ラ
ル
.
エ
ン
ク
ト
リ
ツ
ク
社
と
か
ウ
エ
ス
チ
ー
プ
の
長
と
な
0
 
く
ヤ
る
ノ
ガ
,
ル
"
し
て
{
,
ー

ソ
グ
.
ハ
ウ
ス
t
と
か
フ
ォ
ー
ド
と
い
っ
た
大
の
管
理
を
し
て
い
る
香
号
に
W
告
L
て
、
そ

企
菜
か
、
こ
の
運
動
を
採
用
L
た
も
の
で
す
。
の
状
況
を
職
場
ご
と
に
把
握
L
、
さ
.
め
に
、
各

こ
う
し
て
、
こ
の
運
動
は
Z
D
 
R
丘
.
0
(
一
ミ
職
場
の
委
員
会
か
ら
、
名
職
場
の
状
況
ガ
ル
小

三
巴
運
動
と
か
N
E
 
(
Z
C
 
含
3
こ
運
動
と
の
委
員
会
に
服
告
さ
れ
ι
丸
4
什
鐙
動
Υ

か
乎
ば
れ
、
口
川
築
一
目
郡
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
を
、
製
況
が
こ
こ
で
主
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ガ
次
1
引
画

県
目
理
の
面
だ
,
で
な
く
、
書
麺
作
成
、
圃
表
を
た
て
る
う
え
に
反
映
さ
ー
る
よ
う
に
む
コ

作
成
、
伝
票
作
成
な
ど
の
す
べ
て
の
仕
■
行
い
る
の
で
す
。

b
が
国
で
こ
の
運
動
を
最
初
に
と
り
あ
げ
た

な
う
も
の
で
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
、

従
業
員
の
仕
ざ
対
す
念
敵
を
商
め
の
は
日
本
電
準
す
が
、
そ
の
後
、
各
ネ
に
ひ

)1(

.
、

み
が
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
方
式
は
、

る
こ
と

如
^
り
の
^
^
^
^
^
し
、
^
才
の
^
率
^
^
こ
は
^
ム
号
^
一
^
^
^
^
↓
0
亘
 
e
三
支
一

②

面
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。

交
)
三
3
-
・
:
 
T
Ω
C
)
と
は
差
は
,
な
し
も
の
で

仁
#
の
円
、
、
や
,
r
喜
を
b
,
カ
{
,
タ
ぐ
の
進
め
.
j
1
0
同
じ
で
上
山
、
 
T
Ω
C
 
の
乏
う

③

な
損
失
を
防
ぐ
こ
と
。

ミ
、
里
品
の
口
喫
貝
が
ヰ
心
に
な
る
の
に
文
L
て

な
ど
の
効
果
を
ね
ら
っ
く
い
る
の
で
す
。

ど
ぅ
、
し
つ
方
去
で
、
」
.
れ
、
ぜ
准
一
め
る
か
と
い
う
 
Z
D
運
動
の
一
ι
う
,
'
、
生
ー
ニ
{
一
ル
ー
 
J
1

と
、
立
ず
、
全
従
告
に
こ
の
運
象
ど
ぅ
V
 
す
と
V
う
こ
と
で
す
。

オ

气

ノ

゛

大
和
高
田
商
工
会
議
所
役
員
改
選

"'

大
和
商
田
商
玉
誘
で
は
三
月
二
H
役
員
改
聖
行
な
い
左
記
の
通
り
就
任
さ
れ
た
。

'

一
氏
(
再
任
)

忠

会
頭

」内
弥
三
郎
氏
(
再
任
)

会
頭

副

'

利
治
氏
(
新
任
)

川

ガ

'

井
三
四
治
氏
(
再
任
)

専
務
理
事

亀
島
、
亀
、
亀
亀
亀
亀
亀
1
■
、
■
匂
、
、
亀
、
、
●
1
、
亀
、
亀
、
、
、
、
亀
亀
島
亀
1
、
、
、
■
亀
、
曳
亀
、
、
亀
亀
、
、
亀
、
亀
、
、
亀
亀
.
亀
、
、
,
亀
、
、
、
鳥
亀
亀
1
、
、
島
、
島
亀
、
.
、
.
亀
冒

＼
、
ν
ノ

゛
ノ ^

^
み
は
ど
ら
い
う
も
の
力

央
火
斤

)
二
戸
一
r

お
し
ら
せ

゛
.
.
.

一
◆
.
▲

経
営
者
の
た
め
の
国
の
共
済
制
度

◎
小
規
模
企
業
共
済
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

鰐
答
R
に
は
失
浴
陵
・
厚
生
年
金
保
険
、
中
小
企
業
退
職
金
北
<
済
削
度
が
あ
っ
て
職
後
の

佳
祭
保
陣
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
一
江
営
者
一
~
も
生
活
の
{
女
定
を
は
か
り
事
業
の
再

建
驫
換
を
図
る
六
め
の
資
金
が
必
要
で
す
。

こ
の
制
度
は
昭
和
四
十
年
か
ら
国
欝
め
た
制
度
で
す
が
未
だ
殊
ん
ど
の
将
者
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
当
所
で
は
今
般
当
該
事
業
団
と
の
問
に
事
務
一
烹
契
約
瓢
び
こ

の
制
度
の
効
果
的
活
用
に
恊
力
す
る
こ
と
に
な
り
主
し
た
。

以
下
こ
の
謬
の
概
要
と
笈
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
L
ま
ナ
。

◎
加
入
者
の
賓
格
と
掛
金
額

こ
の
謬
に
加
入
で
き
る
力
鼎
符
用
す
る
従
黄
の
数
が
二
十
人
ク
望
・
サ
ー
ビ
ス

亀
は
五
人
)
以
下
の
傘
の
事
釜
、
会
社
主
た
は
企
釜
合
の
役
員
の
力
で
す
。
擧

の
一
韻
は
一
口
月
額
五
0
0
円
、
一
人
で
十
口
立
で
何
口
で
も
自
由
に
加
入
で
き
ま
す
。
十
口

主
で
は
途
中
か
、
?
翊
額
ナ
る
こ
と
シ
、
き
立
ナ
。

@
利
廻
り
が
最
高

共
栗
、
は
加
入
名
で
あ
宗
釜
ま
た
饗
社
の
役
県
引
退
し
た
と
き
、
死
亡
、
完
で

大
と
き
、
掛
金
を
二
十
年
以
上
納
め
て
且
つ
年
令
ン
紺
六
十
五
才
以
上
と
な
一
た
と
き
な
ど

の
場
令
に
支
払
b
れ
主
す
。

支
払
額
は
年
六
分
釡
程
度
の
後
利
ベ
ー
ス
で
鉾
出
さ
れ
こ
の
種
の
共
済
制
度
で
皆
鬻
利

...................'゛.,....゛.、....

12 ・ー

池村

,

^

ガが 1_仁井ガ

仙瑜

ノノ ノノノノノノ

店

ノノ ノノ ノノノノ

井ミ
,

ノ、.ム
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ノノノノ ノノノノ
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全
国
み
や
げ
品
展
開
催

^
^
^
も
よ
ろ
し
く
:
:
・
,
一

■
.
司
■
.
負
.
巨
■
旦
旦
●
●
■
■
■
旦
●
●
゛
■
吾
盟
圏
,
盟
盟
盟
冒
●
里

T
・
,
・
東
一
示
日
本
橋
三
越
で

武
オ
商
ー
ミ
跳
全
国
観
光
士
直
品
迎
躍
主
催
の
第
九
回
全
国
お
国
白
欝
士
儒
条

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
六
日
ま
で
東
吾
本
橋
.
、
一
越
本
店
玉
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。

当
劣
'
^
^
ら
^
刀
^
、
古
^
血
、
^
小
^
"
^
、
^
^
^
寸
^
ん
、
、
^
い
^
J
^
^
、
内
^
^
燕
を
出
口
川
し
た
。

Π
本
国
有
二
咋
笈
買
を
う
け
た
三
刀
彫
神
鹿
,
一
(
枩
美
好
氏
製
作
)
及
ひ
全
説
奨
一

上
負
を
叉
け
た
、
余
良
の
饗
'
(
松
山
鹿
鴫
園
製
作
)
ー
ヨ
地
出
品
の
各
種
士
産
私
よ
特
に
人

父
を
条
め
、
例
年
を
L
回
る
売
れ
行
き
を
示
し
た
。

今
西
久
也

山
崎

観
光
士
産
品
の
表
示
は
適
正
に
ノ
.

全
国
の
士
産
品
に
公
正
競
走
規
約
適
用

川
h
力
ら
川
「
つ
て
州
り
、
あ
け
て
ひ
っ
く
り
t
る
よ
う
な
熱
一
な
品
卓
系
の
士
産
品
に
腹

立
た
し
さ
を
お
ほ
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
製
畉
雄
冗
業
者
は
不
当
表
示
防
止

法
に
ょ
り
処
叫
剖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
る
に
も
か
か
わ
ら
す
良
く
な
い
士
産
品
が
あ
と
を
絶

た
な
い

0

買
う
際
、
買
器
た
店
の
名
前
も
た
し
か
め
す
,
み
か
け
か
よ
く
安
V
も
の
'
を
買
っ
て
は

後
^
す
る
せ
^
と
な
る
。

説
光
地
の
場
介
、
そ
の
士
地
で
作
ら
れ
た
も
の
で
な
し
の
に
そ
の
士
地
の
名
物
轟
示
さ
れ

く
い
る
士
産
口
師
ガ
笹
く
ほ
ど
多
い
こ
の
様
な
蕩
私
よ
県
哩
兀
か
つ
か
め
す
達
N
か
出
て
も
澗

介
や
処
理
の
し
よ
う
が
な
い
。

そ
こ
で
作
ら
れ
た
の
が
不
当
表
示
防
止
佐
も
と
づ
く
一
観
光
士
産
品
の
系
に
関
す
る
公

'
争
脱
約
」
で
、
士
産
品
光
買
に
関
し
、
好
力
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
業
界
の
ル
ー
ル

と
な
り
、
不
当
女
索
一
喚
貝
者
喜
引
す
る
よ
う
な
行
為
、
鑾
を
締
出
す
た
め
の
脱
約
と

ι
0
な
る
。

こ
の
蜆
約
の
器
織
関
は
全
凶
観
光
士
元
品
公
正
取
引
協
議
会
と
、
下
部
組
竺
あ
る
全
国

各
地
の
地
力
恊
勇
示
あ
た
る
。

本
県
W
、
吸
会
は
、
、
奈
,
'
観
光
土
器
連
盟
お
心
と
な
っ
て
、
去
る
四
十
一
年
九
月
十

山
口
慶
美

九
日
発
起
発
父
厶
を
開
き
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
協
勇
お
会
員
と
な
る
に
は
店
己
の
取
扱
う
主
篇
の
符
を
受
け
こ
れ
に
合
格
す
る

と
氏
に
会
員
資
格
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
が
こ
の
為
の
第
一
回
目
の
霪
会
を
二
月
十
六
H

実
施
し
た
。

公
正
取
引
兢
争
規
約
を
抜
す
い
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

璽
迎

'
観
光
士
,
雋
」
と
は
食
品
墾
あ
っ
下
胎
品
名
、
絵
、
文
字
等
下
王
雋
で
あ
る
旨
契
示

を
し
た
、
の
、
ま
た
は
主
と
し
て
観
光
地
に
お
し
く
は
観
光
客
の
士
産
用
と
し
く
販
売
さ
れ
る

も
の
。

「
過
大
な
包
没
の
禁
止
」

一
、
士
・
器
の
包
共
に
関
し
、
ブ
y
ゾ
一
一
、
ガ
ク
フ
チ
、
メ
ー
、
プ
ン
=
、
十
ブ
半
,
発
上

の
力
法
に
ょ
り
、
そ
の
内
容
を
端
ル
さ
せ
、
不
当
に
壁
各
を
誘
引
す
る
も
の
の
聾
鐶
売
の

禁
止
。

一
、
原
則
と
し
て
そ
の
内
容
量
は
容
器
又
は
勺
江
の
3
分
の
2
以
上
で
あ
る
こ
と
を
目
安
と
し

て
過
大
包
装
の
是
非
を
認
め
る
。

三
、
,
翻
の
価
惰
が
高
価
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
応
じ
て
勺
」
装
も
~
柵
と
な
り
、
,
あ
る
し

^
一
^
^
、
^
^
き
く
な
る
も
の
^
あ
っ
て
^
'
^
^
、
^
」
^
^
、
^
^
^
^
^
き
く
な
る
こ
と
を
刃
^
め

る
。

〔
不
W
髪
不
案
止
一

一
、
賞
で
な
い
も
の
を
賀
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
起
ご
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
表
一
小
。

ニ
、
官
公
庁
、
神
社
そ
の
他
著
名
な
団
体
等
か
購
入
ま
た
鞭
誓
て
い
る
か
の
よ
う
に
陽
乢

さ
れ
る
表
示
。

ニ
、
 
e
d
の
取
扱
う
他
の
商
品
に
つ
い
て
受
け
烹
共
推
饗
寸
を
当
弦
器
も
受
げ
た
か
の
よ

う
に
陽
ル
さ
れ
る
衷
示
。

四
、
血
治
団
休
、
協
△
冥
組
合
1
お
い
て
、
当
該
商
県
特
極
秀
で
あ
る
旨
の
.
詰
を
し

な
し
の
に
一
噛
選
」
「
極
上
一
管
」
「
高
匙
等
の
表
示

〔
表
示
事
頂
一

弌
商
品
名

ニ
、
製
造
、
販
一
輩
岩
の
氏
名
立
た
に
多
讐
よ
び
所
在
地

三
、
氏
重
叟
は
個
数

四
、
製
造
年
月
日
ま
た
は
保
存
期
限

五
、
内
容
物
の
名
称

六
、
主
原
材
料
名

七
、
賞
を
受
け
た
時
期
、
授
質
者
父
は
推
奨
名
等
の
氏
名
ま
た
は
名
称
、
↓
管
し
た
展
奘
お

名
称井

訓
、
窯
祭
ゴ
空
党
け
た
場
合
は
そ
の
番
号

＼
、
'
ノ九

、
分
析
の
結
果
、
合
格
し
た
こ
と
を
衷
示
す
る
場
合
は
、
そ
の
行
っ
武
棚
お
よ
び
機
関
笘

の
名
村山

本

同
囚
回
囲

ー
ど
、
つ
ぞ
よ
ろ
し
く
ー^

打
良
、
永
勧
飯
職
町

吾
日
雲
璽
湖
会

^
^
三
^
臼
官

正
男

奈
・
吊
上
三
条
町

占

西
本
1

一
゛
,
ダ

ボ

山
崎
伸
治
郎

広

村
小
里

π
、
 
J

堂

和
田
隆
夫

卞
U

樹
辻
食
料
品
店

奈
良
市
鵠
町

代
表
者
今
西
初
枝

奈
吊
二
条
町

代
表
者
霊
尾
知
子

奈
良
市
中
山
町

岡
矢
商
店

洞
田
,
F
イ
村
町

武
蔵
産
業
側

金
田
芳
商
店

^
^
^
、
^
^
円
^
^
^
^
^
^
^
^

衝
前
・
ソ

掬
セ
フ
ン

^
.
^
・
^
^
^
^
^
^

代
表
者
辻

本
孝
治

山
甲
靴
掬

一
-
ー

代
表
者
中
筋
安
治

奈
良
市
花
芝
町

光
映
カ
メ
ラ
店

三
啓
物
産
奈
・
忌
案
所

奈
良
市
尼
辻
町

代
表
者
金
田
芳
太

デ
和
中
謄
閥
占

旧
原
教
材
社

ニ
'
艮
而
櫓
井
町

中
山
民
芸
品
店

Z
弓
^
^
リ
^
目
子
丁

垈
暑
黒
岩
東
七

奈
良
市
角
振
町

代
支
者
中
田
茂
幸

奈
'
吊
東
城
戸
町

代
表
者

掬
大
東
・
藤
谷
讐
護
副
*
務
可

代
表
者

代
表
者

ホ
シ
ャ
肌
装
店

「

奈
良
市
東
九
条
町

博
才
牛
^
叩
岬
ソ
や
^
氏
河
良
^
^

エ
ビ
ス
ヤ
洋
品
占

奈
良
市
中
町

代
表
者
田
原

勇

奈
良
市
あ
や
め
池
町

代
表
名

ザ
ク
ロ
胸

秀
孜
書
店

む
良
市
尼
辻
町

代
表
者

や
っ
こ
寺
L

山
口
機
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東
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東
奈
大
東
奈
大
東
奈
大
東

奈良市小売物価動向表
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奈旦 1 123.61 122.8ヲく阪,119.5 119.2
東昂 1 123.5 122.4

秀§良 1 134.7 132.6
「コ
n訂
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奈良 1 123.61 ]23.6
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奈
良
と
二
人
都
市
と
の
小
売
物
価
変
動

(
四
十
一
年
四
打
1
四
十
二
午
三
月
)

※
二
大
引
市
と
の
変
動
・
は
R
ほ
祠
様
ぐ
あ
る
か
名
河
別
に
み
る
と
也
方
^
市

と
の
変
動
に
興
畩
深
や
点
か
あ
る
。

.'
一

一

福
井
小
§

由
石
由
石
商
工
会
誘

広
・
島
紗
道
弘
牙
一

佐
藤
経
木
聾
沌
所

刷
葉
商
工
会
誘

゛

81

C

人
々
が
よ
り
以
上
の
昧
わ
い
の
あ
る
味
覚
を
求
め
始
め
た
時
、
ま
た
、
わ
れ
b
れ
専
門
店
が

当
木
と
し
て
慮
t
る
機
会
、
劣
来
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
墜
冬
兒
N
捉
ら
え
た
の
が
、

有
名
専
門
店
,
を
一
き
集
め
、
の
れ
ん
彰
L
作
っ
た
辻
馨
東
横
で
あ
る
。
そ
の
先
見
の
明
と
戦

後
の
様
相
に
ょ
っ
て
変
化
し
た
地
の
利
と
が
あ
い
立
っ
て
、
そ
れ
以
後
の
、
「
の
れ
ん
街
一
の

は
し
り
を
な
し
、
一
躍
そ
の
名
は
日
本
国
中
に
広
ま
っ
元
。

東
横
の
れ
ん
街
緑
璽
と
、
東
京
駅
名
店
街
の
成
功
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
私
の
事
業
江
と

つ
て
し
そ
の
後
の
発
展
の
詰
駈
と
な
る
大
き
な
力
を
会
社
一
~
与
え
た
。
こ
の
二
つ
の
成
功
が
き

つ
か
け
と
な
っ
て
、
テ
パ
ー
ト
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
、
の
れ
ん
街
、
名
店
街
の
プ
ー
ム
を
作
り
上

げ
た
が
、
そ
れ
ら
と
共
に
ゴ
ロ
ン
メ
ン
も
発
展
し
て
行
き
、
商
店
経
祭
ら
会
社
経
営
へ
と
脱

皮
を
図
る
べ
き
時
が
ぎ
。
こ
絵
身
す
べ
き
時
を
捉
ら
え
る
時
期
が
中
小
企
苦
と
っ
て
は

重
要
で
か
暴
重
を
期
す
べ
き
時
て
は
な
か
ろ
う
か
。

謎
尿
脹
し
た
N
あ
り
が
ち
の
人
材
不
足
、
教
育
の
不
徹
底
i
金
の
格
差
、
厚
復

設
の
不
備
、
労
働
条
件
の
需
1
、
後
を
振
り
返
え
る
緊
す
ら
な
し
発
展
途
上
に
一
つ
の

大
き
な
学
落
と
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
不
満
を
何
に
ぶ
っ
つ
け
て
良
い
松
ら
な
し
で

モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
し
る
う
ち
に
、
自
往
を
守
る
す
べ
と
し
て
組
合
結
成
に
と
走
っ
て
行
く
。
税

金
と
組
合
の
沈
礼
を
受
け
て
、
」
そ
湃
差
発
展
す
る
と
、
よ
く
云
わ
れ
る
が
、
級
織
と
賃
金
体

系
を
作
り
あ
げ
る
べ
く
、
コ
ン
サ
ル
タ
ソ
ト
ニ
依
頼
し
て
実
行
に
移
す
そ
の
日
一
努
鋤
組
合
か

結
成
さ
れ
た
。

三
十
八
年
五
打
二
十
五
日
の
二
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
器
た
四
十
一
年
四
月
二
十

九
日
を
も
っ
て
そ
の
組
<
号
小
散
す
る
迄
に
は
色
々
の
問
、
祭
あ
っ
た
。
昨
日
迄
仲
睦
じ
く
お

互
い
一
,
無
り
合
っ
て
し
た
従
業
員
は
、
ま
さ
に
仇
敵
の
加
く
に
姿
を
亦
久
え
、
家
」
庭
的
な
ム
ー
ト

と
い
う
よ
り
や
や
の
ん
び
り
し
て
い
た
社
内
の
空
気
は
猛
々
し
く
な
り
、
従
業
員
と
の
闇
二
一

本
の
大
き
な
太
い
祭
敷
か
れ
て
し
ま
0
た
。

三
年
間
に
お
け
る
苦
労
は
、
相
手
も
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
、
命
を
賭

け
て
作
り
あ
げ
た
事
業
を
潰
さ
れ
て
な
る
も
の
か
と
必
死
に
戦
っ
た
。
今
は
健
全
な
企
業
内
組

合
と
労
使
論
し
あ
っ
て
会
社
発
展
の
た
め
兵
に
努
力
し
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
で
は
す
べ

て
が
N
こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
会
社
は
聖
に
お
け
る
不
合
理
な
点
を
反
省

是
正
し
、
釦
合
も
開
争
す
る
こ
と
の
み
が
組
合
で
な
い
こ
と
を
反
名
し
、
会
社
の
置
か
れ
て
い

る
立
場
、
現
状
等
を
よ
く
理
創
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

七
十
三
才
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
若
い
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
知
識
を
吸
収
し
な
が
ら

自
分
の
一
生
を
賭
け
た
菓
子
作
り
の
仕
1
終
一
瓢
や
し
、
現
在
も
不
良
品
を
踏
み
に
じ
り

つ
つ
、
会
社
の
九
め
、
従
業
員
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
こ
そ
、
ま
た
、

社
会
に
対
L
て
つ
く
す
準
あ
り
、
こ
の
開
魂
こ
そ
か
那
業
成
功
に
英
レ
つ
く
も
の
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。
(
全
国
観
光
士
産
品
速
盟
会
長
、
勲
五
希
墨
受
章
)

(
、

均
0

、
ノ
.

3
月

.

2
月

、

(
売
り
た
い
)

不
二
事
'
ゾ

運
動
具
、
゛
、ノ

取

古
典
人
形

三
光
丸

茶
笂

靴
下

,

'
一

'

ノ
、
、

柏
木
バ
チ
カ
バ

松
煙

観
光
士
器

ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
戸
車

R
月

.
、

ン
発
告
棗
不
畢
美
櫛

ツ
ジ
、
カ
ツ
プ大

阪
鵬
荒
川
帝
釈

大
分
商
工
会
議
所

別
府
平
尾
工
芸
社

ソ
社
長

゛

中

、
.

>
ゞ

"
月

、

'

1

牛
U
^
ヒ
、
ト
て
川
口
^

室
内
北
翫
品

工
芸
品
、
民
芸
品
長
野

万
得
一
・
、
ポ
ー
ル
ペ
ソ

P
月

'

.

.

.
一
.
.

■
:

升
月

ぬ
、
.
.

ー
:
、

生
器

孟
宗
竹

民
芸
品

伶
靴

ー
ム
ロ

割
箸
、
角
箸
北
一
治

ひ
が
ん
桜
(
た
れ
桜
)

北
九
州

ブ
打
、
[
^
丁
ι
^
轡
凡

浜
松
平
松
和
彦

民
竺
言
四
特
産
物

民
芸
口
Ⅲ
、
壁
冒
叩
、
記
念
品

沖
縄
朝
日
貿
易
商
会

四
日
市
士
岐
光
夫

」
卯
都
野
寸
山
吉

1
瑚
,
イ
y
ハ
舗

京
都
中
尾
八
朗

東
京
昭
和
曾
工
業
側

風
呂
用
機
具
中
洋
川
中
津
川
商
工
<
議
町

^
^
、
^
^
^
邪
^
^
^
^
^
^
^
一
^
抄

王
芸
品
、
墨
一
品
上
田
上
田
商
工
会
議
所

、

カ
レ
ソ
タ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
チ静岡

舮
誠
商
会

倉
吉
倉
吉
商
玉
一
議
所

1
栗
盆
司

タ
オ
ル
キ
イ
ビ
ネ
ッ
ト

ル

口

加
樺
日
本
織
械
工
業
倹

会

呂
月

儒

.
キ
ー
キ
,
:
む
、
ー
ミ
一

翻
岡
商
工
△
誕
動

愛
媛
金
子
商
店

京
都
松
村
工
芸

金
子
工
芸
毅
俳

郷
士
玩
具
、
工
藷
京
都

靴
下

郷
士
名
物
女
品

C

菓
子
作
り
に
一
生
を
賭
け
る

ワ
月

'
月

、
:
ー
、
■
1
、
、
:
一

佐
世
係

兜
児
島
此
元
商
店

熊
本
村
上
書
店

S
珂

滴
十
才
で
菓
子
店
の
小
僧
に

炉
国
の
一
誓
ご
め
た
H
木
ガ
外
国
の
対
識
を
七
ル
ど
ん
取
0
入
れ
て
、
内
外
二
旦
兄
し
く
発

雫
し
は
じ
め
だ
明
治
二
十
六
年
、
日
上
鞍
争
の
お
き
、
晶
年
の
九
月
、
＼
私
一
滋
垂
'
十
を
う

け
た
。英

邁
な
る
明
治
大
帝
の
改
化
、
改
革
は
、
あ
ら
ゆ
る
打
政
而
二
な
さ
れ
て
い
た
と
は
い
ぇ
、

濁
畍
に
は
児
童
を
法
律
譯
よ
っ
て
守
る
旧
金
福
祉
汰
・
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
家
の
貧
し
か
っ

た
私
は
、
準
才
で
横
浜
の
馬
■
に
あ
る
風
河
堂
に
小
僧
と
し
て
入
店
し
た
。

醍
'
七
十
三
才
に
な
る
今
日
迄
、
争
と
共
に
育
ち
、
藥
子
而
↑
生
き
抜
し
て
き

た
。
云
い
か
え
れ
ば
、
「
菓
子
に
生
れ
、
菜
子
に
育
ち
、
そ
し
て
菓
孑
黒
る
一
生
一
で
あ
り

、
^
>
^
、
一
^
^
の
^
脚
り
^
上
^
リ
^
^
^
、
も
あ
る
。

三
田
の
東
洋
軒
で
亀
於
を
し
て
い
る
時
、
社
長
の
お
か
け
で
、
日
木
で
最
初
譯
製
菓
技

術
を
習
得
す
る
貿
釜
と
し
て
渡
仏
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
。
ハ
リ
の
コ
ロ
ソ
バ
ソ
で
の
修
差

人
1
の
日
本
の
労
働
者
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
厳
格
な
も
の
で
>
作
未
吽
削
や
は
、
し
ゃ
べ

つ
た
り
煙
草
を
喫
っ
た
り
す
る
ひ
ま
な
ど
は
一
切
な
く
、
み
っ
ち
り
と
励
か
さ
れ
る
。
仕
事
が

終
り
、
外
で
の
食
出
に
飲
む
一
木
の
沖
伺
酒
の
う
ま
さ
は
、
た
と
え
よ
う
も
な
か
っ
た
。

こ
の
ニ
ン
バ
ン
で
、
「
三
ソ
バ
ソ
日
本
店
の
詐
可
を
得
る
こ
と
稲
来
た
の
も
、
弘
の
一

生
J
驫
け
た
藥
子
好
ナ
る
蛾
一
が
、
国
も
、
髪
も
、
師
、
、
藁
半
せ
異
っ
て
ま
い
て
も
、
そ

の
努
力
と
"
窓
か
相
手
に
通
じ
た
も
の
と
思
う
。

有
名
な
関
東
大
下
¥
災
で
お
世
話
に
な
っ
た
東
洋
虹
は
丸
焼
げ
と
な
り
、
再
起
ど
こ
ろ
か
従
業

貝
全
"
小
生
活
に
、
囚
る
状
態
と
な
っ
た
。
虚
脱
状
態
の
皆
を
励
主
し
て
シ
ウ
・
ク
リ
ー
ム
を

竹
っ
て
は
丸
ノ
内
へ
光
り
に
行
っ
た
。
食
料
の
欠
乏
L
て
し
る
時
で
も
あ
り
、
毎
日
飛
ぶ
よ
う

え
れ
、
そ
の
二
需
半
を
支
払
う
二
と
が
で
き
、
社
業
P
桶
手
に
力
を
落
と
さ
れ
て
い
た

ー
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
器
、
社
長
の
'
辛
独
立
し
、
。
ハ
リ
か
ら
讓

巳
、ノ

り
受
け
た
コ
ロ
ソ
バ
ソ
の
看
板
を
掲
げ
た
の
が
、
満
三
十
才
の
年
で
あ
っ
た
。

独
立
当
初
は
眠
る
ひ
ま
、
川
し
み
、
ご
年
冏
は
坐
っ
て
飯
を
食
べ
さ
せ
な
い
ぞ
し
と
い
っ

て
せ
わ
し
な
い
立
食
し
で
あ
っ
た
が
、
発
夫
包
十
余
名
の
従
簀
も
心
を
一
つ
に
し
て
多

忙
の
小
一
~
も
張
り
の
あ
る
充
災
L
た
毎
日
で
、
あ
っ
た
。

ン
タ
ル

年鯏
禽

倉
国
輝

般
若
面

長
 
4
,
ノ

親
立
式
金
網
婿

一
殆

焼
却
炉

長
谷
川
正
倫

後
藤
洋
品
店

コ

火
阪
エ
イ
一
-
1
道
鶚
琵
設
鵬

京
都
ニ
ニ
ー
焼
却
炉
帥

゛
、

ロ
ソ
ノ

(
買
い
た
い
)

寿
フ
ロ
シ
キ
(
晒
生
地
)

観
^
郵
^
は
が
き

距
角
製
刀
掛

一
刀
'
一

門

総芋均

島L早均
夲良
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.
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0
商
店
経
営
シ
リ
ー
ズ

1
 
明
日
は
ど
ぅ
な
る
り
・
。

2
 
あ
な
た
の
仕
事
に
誇
り
を
持
と
ら
。

3
 
売
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
儲
か
ら
ぬ
。

4
 
軌
道
に
の
っ
た
繁
栄
。

5
 
祈
し
し
店
御

6
 
強
力
店
と
続
争
す
る
に
は
。

フ
ミ
ツ
バ
チ
^
術
。

8
 
店
員
は
何
を
求
め
て
し
る
か
。

ち
ょ
し
と
東
京
の
人
。

上
手
な
販
売
、
下
手
女
販
売
。

乱
売
店
、
怖
く
な
い
。

按
客
第
一
歩
。

あ
な
た
の
店
で
は
や
っ
て
い
ま
す
か
り
・
。

サ
ー
ビ
ス
と
は
。

商
品
綴
、
札
倫
。

売
掛
金
回
収
の
秘
訣
。

売
れ
る
客
層
の
つ
か
み
か
六
、

新
人
の
育
て
方
。

販
売
効
率
を
あ
げ
る
に
は
。

上
手
な
お
客
の
応
待
法
。

上
手
な
お
店
の
広
告
戦
略
。

経
営
改
善
へ
の
道
。

お
客
は
常
に
正
L
し
。

販
売
値
段
は
一
つ
し
か
な
し
。

お
客
は
満
足
を
か
う
。

商
店
に
お
げ
る
陳
列
と
照
明
。

(
最
寄
品
の
部
)

ガ

新
し
い
販
売
。

商
店
銜
活
動
。

按
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。
(
上
)

(
下
)

ガ

店
員
の
傭
入
れ
と
労
働
条
件
。

福
発
設
と
余
暇
善
用
。

包
券
仕
方
。
(
基
本
編
)

(
応
用
編
)

ガ

品
質
表
示
と
販
売
促
進
。

商
工
会
議
所
と
は
。

繁
栄
す
る
商
店
街
。

店
頭
販
売
の
秘
訣
(
接
客
編
)

店
頭
販
売
の
秘
訣
(
陳
列
編
)

こ
れ
か
ら
の
小
売
商
店
の
生
き
る
道
。

今
伺
の
店
舗
、
明
日
の
繁
栄
。

税
金
を
怖
れ
な
い
経
賞

資
方
に
も
開
か
れ
て
い
る
金
融
の
窓
口
。

働
き
ょ
し
店
の
び
る
店
。

若
い
芽
を
育
て
ょ
う
。

み
ん
な
で
街
づ
く
り
。

商
店
の
労
務
管
理
(
上
)

(
下
)

力
こ
れ
か
ら
の
商
店
主
婦
。

一
亀

お
客
さ
ま
の
買
物
心
理
。

0
工
場
経
営
シ
リ
ー
ズ

ー
カ
キ
は
貴
方
が
握
っ
て
い
る
。

2
 
楽
し
い
職
場
を
作
る
に
は
。

3
 
ほ
や
ぼ
や
し
ち
ゃ
V
ら
れ
な
い
。

4
 
や
さ
し
い
複
式
飾
記
。

5
 
新
し
い
人
間
関
係
。

6
 
人
間
関
係
の
ポ
イ
ン
ト
。

7
 
あ
な
た
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
か
出
来
る
。

8
 
我
々
は
原
価
を
作
っ
て
い
る
。

下
栗
業
の
経
営
改
善
。

売
れ
る
製
品
の
作
り
方
。

所
得
税
の
V
ろ
は
。

中
小
企
業
の
産
業
安
全
。

品
質
管
理
と
は
。

0
実
務
訓
練
関
係

1
 
正
し
い
鴛
の
応
接
。

2
 
正
し
い
受
付
と
接
待
の
仕
方
。

3
 
正
し
い
態
度
。

4
 
積
極
性
を
伸
ば
す
に
は
。

5
 
命
令
虫
党
け
方
、
殺
告
の
仕
方
。

6
 
会
議
の
開
き
方
。

7
 
話
し
方
の
技
術
。

8
 
T
 
・
 
W
 
・
ー
と
は
。

教
え
方
の
四
段
階
。

人
を
協
力
さ
せ
る
に
は
。

作
業
分
析
。

安
全
。

電
話
の
心
得
。

停
れ
、
見
よ
、
そ
し
て
訊
ね
よ
。

職
場
の
モ
ラ
ー
ル
。

新
ら
し
い
労
使
の
在
り
方
。
(
新
巻
)

店
員
訓
練
。
(
新
抵
」
)

楽
し
い
職
場
を
作
る
に
は
'

経
営
改
善
へ
の
道
。

新
時
代
の
社
員
と
し
く
(
組
織
と
価
人
の

調
和
)

販
売
を
成
功
さ
せ
る
に
は
(
訪
問
の
し
か

た
、
話
L
か
た
)

ト
ラ
ッ
ク
ポ
デ
ー
冷
凍
車
ボ
デ
ー

各
種
バ
ソ
ポ
デ
ー
冷
蔵
車
ボ
デ
ー

建
設
機
械
運
搬
車
ホ
デ
ー
各
種
特
殊
用
途
車

各
種
自
動
車
ポ
デ
ー
改
造
及
追
加
工
作

C

御
申
込
は

奈
良
車
体
株
式
会

所
業
務
課
へ

当

電
話
⑳
六
0
七
玉
(
代
)

(

昭
和
四
十
二
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
発
行

奈
良
市
東
向
中
町
六

編
集
兼

中
村
貞
三

発
行
人

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
貝
工
七
ヒ

ム
ヒ

印
刷
人
近
東
寸
よ
J
 
-

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

印
刷
所
共
同
精
版
印
刷
終

奈
良
市
東
向
中
町
六

発
行
所
奈
良
商
工
会
議
所

亀
話
奈
良
⑳
六
0
七
五
(
代
)

代
表
取
締
役
小
玉

奈
良
市
油
阪
町
三
二
八
番
地

電
話
(
奈
良
)
岡
四
四
0
 
-
(
代
)
1
五

国
内
旅
行
及
び
海
外
旅
行
の
御
相
談
は

親
切
、
迅
速
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
日
通
観
光
へ

(

通
奈
良
市
油
阪
町
一
四

日
本
通
運
株
式
会
社
奈
良
支
店

支
店
長
金
島
二

電
話
奈
良
⑳

(
ス

事
業
種
目

鉄
道
貨
物
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
倉
庫
事
業
、
国
際
輸
送

航
空
、
海
運
、
港
湾
運
送
、
観
光
業
務

、亀

1

゛

"R
(
代
表
)

.
、
入
、

、
.
■
:
 
J

、
.
゛
.
一
側
;
.
、
・
,
,
・

.

.

,

.
一

.

.

、

Y

一
、

六

、

.

.

1 J

1

書

、

1

悔
・
,

"
瑜

至自

ー^ー^
ノ、ノ＼

ハー

24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 N 13 12 11 10 9

勲社

奈良・大和路のこ遊覧は

美"

A(1).公園名所めぐり約 3時問
公園名所めぐり約5時問30分A(1).

り約1時間30分ぐ日B
ぐ良奥山めぐり約2時間余

奈良・法隆寺めぐり約6時間30分)
法隆寺・西の京E 約4時問30分ぐりめ

F.平城・西の京め ぐり 約6時問
ぐりG.法隆寺・天理め 約3時間30分
ぐりH.飛鳥・法隆寺め 約6時間30分

のりぱ卜国鉄、近鉄奈良駅、q旦し春日學山めぐり奈良拠山めでりは近厭奈良駅前のみ)
お問合せ卜日本交通公社・近畿日本ツーリスト

日本旅行会の各営業所へどうぞ

、,

50 49 48 47 46 妬 443 42 41 卯 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25

、^.→一

興'福寺 {イ1、頭} 奈良交通発則観光営業所

TEL奈良⑳5263

12 11 10 9 13 12 11 10 9
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奈良笥贈覧
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0
商
店
経
営
シ
リ
ー
ズ

12

明
日
は
ど
ぅ
な
る
り
・
。

あ
な
た
の
仕
事
に
誇
り
を
持
と
ぅ
"

売
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
儲
か
ら
ぬ
。

軌
道
に
の
っ
た
繁
栄
。

祈
し
い
店
舗
。

強
力
店
と
続
争
す
る
に
峡

ミ
ツ
.
ハ
チ
戦
術
。

店
員
は
何
を
求
め
て
し
る
か
。

ち
ょ
V
と
東
京
の
人
。

上
手
な
販
売
、
下
手
女
販
売
。

乱
売
店
も
怖
く
な
し
。

按
客
第
一
歩
。

あ
な
た
の
店
で
は
や
っ
て
い
ま
す
か
り
・
。

サ
ー
ビ
ス
と
は
。

商
品
の
顔
札
の
顔
。

売
掛
金
回
収
の
秘
訣
'

売
れ
る
客
層
の
つ
か
み
か
た
。

新
人
の
育
て
方
。

販
売
効
率
を
あ
げ
る
に
は
。

上
手
な
お
客
の
応
待
法
。

上
手
な
お
店
の
広
告
戦
略
。

経
営
改
釜
尺
の
道
。

お
客
は
常
に
正
L
し
。

販
売
値
段
は
一
つ
し
か
な
V
。

345678

お
客
は
満
足
を
か
う
。

商
店
に
お
げ
る
陳
列
と
照
明
。

(
最
寄
品
の
部
)

ガ
新
し
し
販
元

商
店
街
活
動
。

按
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。
(
上
)

(
下
)

ガ

店
員
の
傭
入
れ
と
労
働
条
件
。

福
祉
施
設
と
余
暇
善
用
。

包
装
の
仕
方
。
(
基
本
編
)

(
応
用
編
)

ガ

品
質
表
示
と
販
売
促
進
。

商
工
会
議
所
と
は
。

繁
栄
す
る
商
店
街
。

店
頭
販
売
の
秘
訣
(
接
客
編
)

店
頭
販
売
の
秘
訣
(
陳
列
編
)

こ
れ
か
ら
の
小
売
商
店
の
生
き
る
治

今
日
の
店
舗
、
明
日
の
繁
栄
。

税
金
を
怖
れ
な
い
経
営
。

貴
方
に
、
開
か
れ
て
V
る
金
融
鐙

働
き
ょ
い
店
、
の
び
る
店
。

若
い
芽
を
育
て
ょ
う
。

み
ん
な
で
街
づ
く
り
。

商
店
の
労
務
管
理
(
上
)

(
下
)

ガ
こ
れ
か
ら
の
商
店
主
婦
。

条
市
市

五
下
上

高

雄
駒
台
条
理
木
阪

駒

富
生
生
九
天
八
壺

ト
ラ
ッ
ク
ボ
デ
ー
冷
凍
車
ボ
デ
ー

各
種
バ
ン
ボ
デ
ー
冷
蔵
車
ボ
デ
ー

建
設
機
戚
運
搬
車
ボ
デ
ー
各
種
特
殊
用
途
車

各
種
自
動
車
ボ
デ
ー
改
造
及
追
加
工
作

C

奈
良
車
体
株
式
会
社

C小
玉
勲

代
表
取
締
役

国
内
旅
行
及
び
海
外
旅
行
の
御
相
談
は

親
切
、
迅
速
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
日
通
観
光
へ

奈
良
市
油
阪
町
三
二
八
番
地

電
話
(
奈
良
)
岡
四
四
0
 
-
(
代
)
1
五

(

通
奈
良
市
油
阪
町
一
四

日
本
通
運
株
式
会
社
奈
良
支
店

支
店
長
金
島
二

電
話
奈
良
⑳

(
代
表
)

(

事
業
種
目

鉄
道
貨
物
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
倉
庫
事
業
国
際
輸
送

航
空
、
海
運
港
湾
運
送
、
観
光
業
務

田

お良

本

至自

.、」ー.ー^
ノ、ノ＼

ハー

奈良近鉄タクシー株式会社

良二ご工
刀气

西御門
油阪
紀寺
大安寺
法華寺
尼ケ辻

西大寺
あやめ池

学園前

本社奈良⑳

取締役社長杉

24 23 22 2] 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

奈良⑳550]代
ク⑳5271
ク⑳52能
ク⑳1185
ク⑳8680
ク C?0966
ク⑳6461
ク⑮0987代
ク⑮0095

く事業場

1181

登美が丘

大代表

奈良⑮0091代
ク⑮07幻
ク⑮0096 ・ 0981
生駒 2067 ・ 4321
生駒 2965
郡山 4246
天理②1453 ・ 0082
橿原 2141.4311
高取 43

勝彦

50 49 48 47 46 45 " 43 42 4] 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 2ア 26 23

覧>

桜井
榛原
大宇陀

高田②5921
桜井 6288代・2070
榛原 551代
大宇陀 18・49
五条 3297代
下市 3705代
吉野 2961代
ク 3021

柏木器
吉野山
柏木

支店長高村栄一
奈良市大森町48 TEL奈良⑳1201(代)

健康的で能率的なルームクーラ
ーで今年の夏をどうぞ

夏を凉しくノ

・クーラーのお申し込みはお早
目に
・予約申込(4打末まで)制度
をご利用ください。
・ご家庭用には単相クーラーを
おすナめします。
・お問合せは近くの関四電力ヘ

関西電力株奈良支店

クーラーで
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匠三)

、入

亀区劉.

("

'命一

、

n

'.

高級車から実用車主で

お好みで選べる

トヨペットクラウン

/

.

ι

室内装備など322種にのぼる
豊富なバリェーショソです。
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洗練されたスタイルが魅力

乗用車なみの装備が魅力

高性能のエンジソが魅力、

御試乗又は車に関するお問い合せは

奈良トヨタ自動車株式会社
良市杉ケ町30番地奈

電話奈良⑳Ⅱ51番(大代表)

官田営業所大和局甲、ネ"
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